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令和５年第３回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  

令和５年９月１３日（水曜日）   午前１０時００分開会 
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第 ２        会期の決定 
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第 ４        行政報告・教育行政報告 
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           （令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算） 
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て 

第１３ 議案第５５号 枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例につい 

て 

第１４ 議案第５６号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基

準等に関する条例の一部を改正する条例について 

第１５ 議案第５７号 枝幸町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例

について 
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例について 
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第１９ 議案第６１号 枝幸町農業委員会定数条例の一部を改正する条例について 

第２０ 議案第６２号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について 
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第２７ 認定第 ５号 令和４年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定

について 
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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆さんおはようございます。 

暑い夏が過ぎて、残暑もピークを過ぎたかなというふうに思っておりましたが、ま

た、しばらく残暑が続くようでございます。 

10 年ほど前でしょうか、あるセミナーに参加をいたしましたら、これからの農産

物の主産地は北海道になるだろうというような話がありました。そのときは、ちょっ

と遠い先の話かなと思っておりましたが、今、こういうふうにみますと、真に農産物

が危機的な状況で、高温、干ばつ、それから大雨、洪水、農家の皆さんには大変な時

期だろうというふうに思います。 

 北海道も食糧基地としての位置づけがますます重要になってくると思いますし、ま

た、食料安全保障の面からも、やっぱり北海道が、きちっとこれから機能していくこ

とが大事かなというふうに思います。 

やっぱり国におかれましても、やっぱり政策の面で北海道、また、元からしっかり

北海道を見直し、北海道のやっぱり日本における位置をちゃんとしていかなければな

らないなというふうに思います。 

 それから漁業の問題もそうですし、やっぱり北海道は第一次産業、これが産業の基

盤でありますので、日本を支える一つの食糧基地としての立ち位置をしっかり取って

いってほしいなというふうに思います。 

それから、鮭漁もそろそろ始まりまして、昨年同様、昨年以上の漁獲を期待するも

のであります。 

 本会議の出席者の皆様には、ナチュラルビズということでございまして、今月末ま

でノーネクタイでの出席を許可しております。また、場内が大変暑くなりそうでござ

いますので、皆さんにおかれましては、上着を脱いでの会議を許可いたしますので、

その都度、皆さんのご判断で上着をとっていただきたいと思います。 

最近、町内において新型コロナウイルスが蔓延し、先週は枝幸小学校において学年

閉鎖が行われました。感染防止には十分ご留意を願いたいと思います。併せて、本会

議の出席者には、マスクの着用をお願いをしております。 

それでは、これより令和５年第３回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

出欠の状況について、ご報告を申し上げます。 

欠席になった議員は、７番石川勝議員が入院療養中のため欠席する旨の通告があり

ました。ただいまの出席議員は 11 名、定足数に達しますので、会議は成立をいたし

ます。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０４分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 １番岩谷隆行議員、２番渡辺明徳議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 
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本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から 19 日までのなな日

間、７日間としたいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 19 日までの７日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのおとめ、お手元に配付しておりま

すとおり、６月 27 日開会の第２回定例会後の会議等についての内容でございますの

で、主なものだけを報告させていただきます。 

北海道町村議会議員研修会は、７月７日に札幌市で開催され、議員９名が参加し、

講師であります五百旗頭 幸男氏よりウクライナ危機後の世界と日本について、田崎

史郎氏により日本政治の舞台裏について講演を受けております。 

第３回枝幸町議会臨時会は、８月ついた、１日に開会し、児童福祉施設複合化改修

建設主体工事他 1 件の工事請負契約について審議し、可決しております。 

議会広報編集特別委員会は、８月７日と９月８日の２回開催され、議会だより発行

に向けた編集作業等を鋭意取り組んでおります。また、８月 17 日に４年ぶりに札幌

市で開催された議会広報研修会は、編集委員４名と事務局が参加しております。 

総務文教常任委員会は、８月 18 日と８月 30 日の２回開催し、８月 18 日には暴風

雪被害に係る枝幸球場バックネット倒壊被害についての１件を、８月 30 日には公用

車両の管理状況についてなど４件の所管事務調査を行っております。 

産業厚生常任委員会は、８月 31 日に開催し、枝幸町地球温暖化対策実行計画の改

定について、民間事業者による陸上風力発電の検討についてなど６件の所管事務調査

を行っております。 

議会全員協議会は、８月１日と８月 21 日に開催され、８月１日には第２次枝幸町

ぎょうぜい、行財政改革大綱後期実施計画（案）について、８月 21 日には物価高騰

緊急経済対策の追加支援について、及び介護老人福祉施設中長期整備基本方針につい

ての説明を受けております。 

この介護老人福祉施設の件につきましては、今後の枝幸町の高齢者福祉施設のあり

方が決まる重要事項と捉えて、捉えており、議会といたしましても、勉強会等をかい

せい、開催する予定でありますので、これからの施設整備等について、町側と一緒に

考えていきたいと思います。 

議会運営委員会は、９月８日に開催され、本定例会の事務、議事運営について協議

しております。 

最後に、本年より新型コロナウイルス５類に移行されたことで、各行事が通常どお

り行われるようになりました。 

各地区や特別養護老人ホームにおいて敬老会が４年ぶりに開催されます。開催の案

内をいただいておりますので、参加をさせていただこうと思っております。 

 ご高齢の皆様には、これまでの多大なご尽力に対して厚く感謝を申し上げますとと

もに、これからも益々お元気でお過ごしいただきたい、心よりお祈り申し上げます。 
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◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和５年第３回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、同意案件が１件、専決処分案件が２件、単行議案が１件、

条例案件が７件、補正予算に関する議案が３件、決算認定が 10 件、報告事項２件を

ご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

６月 27 日に開会されました令和５年第２回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項について報告いたし

ます。 

はじめに、７月１日・２日の両日にわたり、ウスタイベ千畳岩特設会場において開

催された第 56 回枝幸かにまつりについて、ご報告します。 

かにまつりについては、コロナ禍において感染拡大防止のため、３年間の中止を余

儀なくされたところですが、本年５月８日に５類相当に引き下げられ、感染状況も落

ち着きをみせてきたことから、４年ぶりに開催することができました。 

前夜祭では、一輪車や音楽愛好団体による町民ステージのほか、陸上自衛隊第二音

楽隊による演奏などが行われ、本祭では、枝幸業協同組合による勇壮な漁船パレード

のほか、毛ガニ早食い競争、歌謡ショーが行われました。 

ふるさと応援大使の夢想漣えさしの皆さんは、豪快な演舞で、ＮＨＫ旭川送局でキ

ャスターとして活躍している及川凛華さんは、司会進行などで、大いにイベントを盛

り上げていただき、さらには、町内各団体・事業者の皆さんにご協力いただいた抽選

会は、来場された皆さんに強く枝幸町を印象づけたものと思います。 

４年ぶりの開催にも関わらず、中止前の２万人を上回る２万 8,000 人もの大勢の

方々にご来場いただき、楽しんでいただけたものと思います。 

次に、国保病院三國外科医長の退職について、ご報告いたします。 

この度、三國聡外科医長より、一身上の都合により、令和６年３月 31 日をもって

退職したいとの申し出がありました。三國外科医長は、平成 28 年４月から外科医長

として約７年半診療いただいており、今後も継続して診療を願うところではありまし

たが、本人の意思も固く、「残念ではあるが仕方ない。」と判断いたしました。 

改めて、今までの診療、また長年にわたる功績に対し感謝し、残りの期間について

も、引き続き枝幸町の医療のためにお力添え願うものであります。 

後任の医師については決まっておりませんが、厳しい医療環境に対応するために、

継続して医師の確保に努めていく考えであります。 

次に、福岡県うきは市の自然災害に係る当町の対応について、ご報告します。 

九州北部では、７月７日から大雨に見舞われ、友好都市のうきは市においても大き

な被害を受けました。特に７月 10 日の早朝から、うきは市の周辺地域に線状降水帯

発生による大雨特別警報が発表となり、記録的な豪雨や土砂災害に襲われ、幸い人的
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被害はなかったものの、住宅や道路、河川、また農作物など甚大な被害が発生しまし

た。 

当町としても、取り急ぎのお見舞いを申し上げたうえで、８月中旬には復興義援金

として 100 万円を送金し、併せて、高木市長宛に見舞状を送付したところであります。

うきは市では、平成 24 年にも九州北部豪雨による未曾有の被害があり、その際も義

援金を寄せたところであります。 

本来であれば現地へ出向き、お見舞いを申し上げるべきところでありますが、災害

復旧の最中で大変であろうと考え、断念したところであります。なお、８月 16 日に

は高木市長から直接お電話があり、当町に対し、ご丁寧な感謝の言葉をいただき、そ

の後、礼状も届いております。 

うきは市では、現在も災害復旧に向けて尽力しており、１日も早く、美しいうきは

市への復旧を心よりお願い、お祈り申し上げる次第であります。 

次に、枝幸町の交通事故死ゼロ 700 日達成について、ご報告します。 

令和３年８月に発生した死亡交通事故以来、コロナ禍による様々な制約の中、気持

ちも新たに、地域一丸となって交通安全運動を展開してきておりますが、去る７月

23 日に無事 700 日を達成することができました。 

翌日 24 日には、役場において、北海道交通安全推進委員会から枝幸町地域安全推

進協議会への表彰状を、顧問である私が、宗谷総合振興局から伝達を受けたところで

あります。今後も交通事故死ゼロが続くよう、当面は 1,000 日を目指して、関係機関

等との連携により、交通安全への取り組みを推進していきたいと考えております。 

次に、令和５年度の普通交付税について、ご報告します。 

政府は、７月 28 日に本年度の普通交付税額を決定し、枝幸町の普通交付税決定額

は 48 億 7,554 万 3,000 円であり、昨年度と比較しますと２億 6,558 万 7,000 円、

率にしてマイナス 5.2％となっております。 

減額となった主な要因は、漁業所得者などの町税が予想以上に伸びたことにより、

基準財政収入額が１億 4,000 万円増額となった点と、町債の償還終了などに伴い、基

準財政需要額が１億 3,000 万円減額となったことによるものであります。 

予算計上額との比較では、１億 2,445 万 7,000 円下回っている状況であり、差額

については、町税の増収分により対応することとして、本定例会に補正予算をご提案

しております。 

次に、８月 21 日、４年ぶりの開催となりました枝幸町経済懇談会について、ご報

告します。 

経済懇談会は、町が主催し、各分野の政策や課題について、町内産業経済界の代表

者が一堂に会し、意見交換を行う重要な会議ですが、感染症の影響により令和２年度

から３年間は開催を見合わせておりました。 

主要施策に繋がる情報交換を初め、各産業経済団体の意見や懸案事項などを中心に

懇談を深め、担い手不足への対応など、改めて重点的かつ迅速な取り組み強化への必

要性に強く、意を強くしたところであります。 

今後も、各団体と一層の緊密な連携を構築し、人口減少に対応した未来に繋がるま

ちづくりに向け、産業経営基盤の整備や担い手確保、生産性向上への支援など、着実

に実行してまいります。 

次に、農業関係について、ご報告します。 



- 8 - 
 

依然として、農業の経営環境については厳しい状況が続いており、国・道について

は、昨年度同様に、物価高騰支援策により必要な支援を行うこととしております。 

当町におきましても、町内酪農家を支援することとして、昨年度と同様に酪農緊急

対策支援事業を取りまとめ、本定例会に補正予算をご提案しております。 

次に、牧草の状況ですが、一番草は好天に恵まれたことから、収穫適期に良質な粗

飼料を収穫することができました。二番草については、８月上旬の大雨により収穫時

期が２週間遅れたことにより、品質の低下が懸念されております。 

生乳生産量は、７月末現在、1 万 7,975 トン、前年比 94.0％となっておりますが、

農家戸数が減少している中で一定量が確保されていることは、酪農家皆様のご努力に

よるもので、今後の取り組みにも期待をするところであります。 

次に、林業の状況について、ご報告します。 

昨年度より整備を進めておりました木材加工処理施設については、世界的な半導体

不足の影響により事業の完成が遅延しておりましたが、本年８月６日に事業が完了し、

本操業を開始しております。 

既に、町内酪農家に対して、地域材を活用したオガ粉の供給を開始しており、事業

効果として期待されておりました産業間連携、地材地消の取組が進められております。 

なお、10 月 21 日には、町民植樹祭を、問牧地区魚つきの森で、枝幸町緑化推進委

員会の主催で開催される予定となっております。緑化に対する意識の向上と森林に親

しむことで、森と海の大切さを知る目的として開催されるものであり、盛会でありま

すことを願っております。 

次に、ヒグマの出没対応について、ご報告します。 

町内一円においてヒグマの出没が多発し、特に市街地付近への出没が増加傾向にあ

りますが、猟友会の積極的な協力により問題個体の捕獲を適宜実施しており、例年よ

り多い捕獲数となっております。 

今後も、人身事故の未然防止を最優先に対策を進めますが、秋の訪れとともに入林

される町民の方も多くなると思いますので、十分に注意されるようお願いいたします。 

次に、８月の大雨と落雷による被害状況について、ご報告いたします。 

８月は、毎週のように大雨に関する警報の発表や一部地域で停電がありましたが、

その都度、警戒体制をとりながら対応しております。 

８月 10 日は歌登地区で１時間当たりの降水量が 31 ミリ、25 日には過去最高の

44.5 ミリ、27 日には枝幸地区で 43 ミリを記録した時間帯があり、短時間での大雨

が目立っております。 

また、８月下旬は比較的雷の発生が多く、特に 27 日は町内各地で落雷の影響によ

るものと思われる被害が発生しています。 

主な被害について、８月９日からの大雨では、町道の洗堀や側溝の閉塞、南宗谷ゴ

ルフ場のカート道路の洗堀など、また、27 日の大雨でも町道の洗堀や陥没があり、

加えて、落雷の影響により、屋外体育施設の照明等損傷や各家庭の音声告知機器等の

損傷などがありましたが、人的被害は確認しておりません。 

なお、27 日朝方には枝幸市街地を流れるイノコタンポ川が一部氾濫しましたが、

住宅に流れ込まないよう、消防や役場職員が土嚢を積んで対応し、被害はありません

でした。 

可能な復旧作業は、現行予算で対応しておりますが、一部予備費を活用しておりま
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す。 

このところ大きく報道されていますが、東京電力が、８月 24 日に福島第一原発の

処理水の海洋放出を始めたことを受け、中国で日本産水産物の輸入が全面禁止となり

ました。 

政府は、このことにより、大きく影響を受ける国内の水産事業者等に対して、９月

４日、岸田首相が、国内消費の拡大や生産持続対策、風評に対する内外対応、輸出先

の転換対策などの緊急支援策を発表しております。 

道としても、鈴木知事が、国に対して緊急要請を行うとともに、道産ホタテや秋サ

ケなどの国内消費拡大に向けて、緊急対策費を９月補正で予算措置することを既に発

表しております。 

当町においても、水産業の柱であるホタテとともに、本格化する秋サケなどに大き

な影響が及ぶことが必至ですので、処理水放出後の影響調査を漁協や水産事業者の協

力をいただきながら進めているところであります。 

そうしたもとで、オホーツク海沿岸の関係市町村が連携を図り、国や道に対して地

域の実情を訴えながら、迅速な対応を要請していく考えであります。 

最後に、新型コロナ感染症が５類相当に変更された５月８日以降、全国的にイベン

トなどコロナ禍前のように開催されるようになり、当町においても、先ほどご報告し

ました枝幸かにまつりを始め、歌登サマーフェスティバルなどが４年ぶりに開催され

るなど、以前の状況に近づきつつあります。 

全国また北海道の感染状況はこのところ増加傾向であり、町内でも感染が確認され

ておりますので、町民の皆様におかれましては、可能な範囲で感染防止の行動をお願

いいたします。 

以上、申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、去る６月 27 日に開会されました第２回定例会以降の教育行政の中から、

主な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通

し願います。 

はじめに、新型コロナ感染症や風邪症状による学年閉鎖についてです。 

枝幸小学校では、１年生が、８月 31 日に風邪症状による欠席が多いことによる学

年閉鎖、また、４年生が、風邪症状の他に新型コロナ感染症の発症により欠席者が多

いため、９月１日から５日まで学年閉鎖を実施しております。 

現在は、各学年、風邪症状等による欠席は少なくなっており、学校教育活動が継続

されております。今後も、学校の衛生管理マニュアルを基本に感染予防対策を徹底し

てまいります。 

次に、全国学力・学習状況調査について、小学校では国語・算数の２教科を、中学

校では国語・数学・英語の３教科が実施され、７月 31 日に文部科学省から結果が公

表されました。 

当町の状況ですが、小学校及び中学校の全教科で全国全道の平均を下回っておりま
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す。ただし、小学校の算数においては、前年度と比較すると、その差は縮まっており

ます。 

全体的に分析・検証した結果として、児童生徒質問紙では、「授業はよくわかる」

と回答している比率が高い傾向にありますが、時間の経過とともに学んだことの定着

がなされていないことから、繰り返し学習が不足していることと、家庭学習時間の少

なさが主な要因と考えております。 

教科別で見ますと、小学校の算数と中学校の数学・英語は、全国・全道平均との差

が大きく、この結果をもとに分析や課題を明確にし、指導方法の改善を図るなど、現

在、学力向上の取組を進めているところであります。 

次に、９月６日に、北海道教育大学旭川校の学生 11 名が、町内の小中学校で授業

などの教育活動に参加し、児童生徒と交流する大学生フレンドシップ事業を行いまし

た。 

この事業は、４年ぶりに行われ、音楽・技術の課程を専攻する大学生が、小学校２

校、中学校２校で授業に参加しました。 

学生たちは、先行する教育課程の専門性を活かし、活かした独自の教材を持参して

授業に臨み、子どもたちは普段とは違った内容に興味を持ち、楽しみながら学生の授

業を受けていました。また、参加学生との通常授業や給食時間、休み時間などを通し

て交流を深め合いました。 

大学生が、お兄さん・お姉さん的存在として教育活動を実践し、児童生徒の社会性

の育成や望ましい人間関係づくりの支援を目標、目的とする事業として、大きな成果

があったと思っております。 

次に、７月 11 日に、中央コミュニティセンターで枝幸町芸術文化事業実行企画委

員会主催による芸術鑑賞会が４年ぶりに開催され、今回は、フィジカルコメディ「ケ

ッチスケッチ」を実施しました。カバンの空中固定やエスカレーターなどいった定番

のパントマイムを中心に、手品やジャグリング、客席から子どもをステージに上げて

の即興など、子どもから大人まで楽しむことができました。 

次に、７月 12 日、宮内庁正倉院事務所で正倉院に伝わる宝物の分析と保存に携わ

ってきた、文化財科学の第一人者である東北芸術工科大学成瀬正和教授を招請し、

「目梨泊遺跡の刀と正倉院宝物」の講演会を開催しました。 

目梨泊遺跡の金銅装直刀に用いられている蒔絵や金具に施されている文様の技法に

ついて、正倉院の宝物と比較した観点や、日本と中国の金工品の作例から、緻密な中

国の作風に近いことの説明がなされましたが、どこで作製された物なのか、まだ特定

には至っていないとのことでした。 

国内の同等年代の出土刀剣と比較しても類例のない刀であることから、枝幸町が誇

れる宝物のひとつになることと思います。 

次に、８月 12 日から 13 日に夏休み企画として、弘前大学白神自然環境研究センタ

ー中村剛之教授を招請し、講演会「昆虫を調べる楽しみ」、体験講座「日中の昆虫採

集、昆虫標本づくり」、「夜の昆虫採集」を開催しました。 

講演会では、昆虫研究者になったきっかけや、昆虫を調べる楽しみについての話が

なされ、13 名が聴講しています。標本づくりでは、保護者を含め 16 名が参加し、自

ら採集した昆虫の標本づくりを体験し、夜の昆虫採集では、２日間で延べ 73 名が参

加し、ライトアップ、トラップを仕掛けて集まってくる昆虫を観察したり、採集した
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りして楽しみ、楽しみました。 

大人になると遠慮したくなるような蛾や羽虫も、子どもにとっては興味を引く対象

であり、中村教授を質問攻めにする場面も見られましたが、事故等もなく無事に終了

しております。 

最後に、社会体育施設に関して、ご報告いたします。 

本年４月に発生した暴風雪により、枝幸球場のバックネットが倒壊し、その後、復

旧に向けて検討していたところですが、さらに８月下旬の雷雨により、枝幸球場と屋

外多目的グラウンドのナイター設備が落雷の影響を受け、枝幸球場では分電盤の部品

が損傷し、全照明が点灯しない状態となり、屋外多目的グラウンドでは電球２箇所が

点灯していないことが判明しました。 

枝幸球場は、分電盤の部品交換で復旧する見込みでありますが、屋外多目的グラウ

ンドは、照明器具の交換が必要となり、部材調達の関係上、数ヵ月の期間を要します。

現状、若干明るさは落ちますが、夜間の練習等はできる状態であります。 

なお、枝幸球場のバックネットについては、歌登球場、歌登サブ球場を含めた野球

施設全体の今後の改修等について、過日、枝幸軟式野球連盟と協議の場を設け、要望

書を受理するとともに、意見交換など協議を重ねている段階です。 

バックネットの再建については、町内の野球施設全体の整備計画に位置づけたうえ

で、できるだけ早い時期に整備してまいりたいと考えております。 

以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 

通告は３名から４問であります。一問一答方式で行います。質問する議員は、質問

の大項目ごとに、最初の質問は登壇の上発言していただき、再質問以降は自席から発

言していただきます。理事者側の答弁も同様にお願いをいたします。 

なお、再質問等の回数制限は設けませんが、１人当たり持ち時間は答弁時間を含め

て１時間以内といたします。 

それでは、受理順番に従い、発言を許します。 

６番小林正浩議員の質問を許します。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） 通告に従いまして質問させていただきます。 

えさしのこどもたちのために。 

枝幸町の学校給食費収入は、令和２年度、児童生徒数 542 名に対し 3,196 万円で、

未納額 203 万 3,933 円、未納件数 17 件です。令和３年度、500 名に対し 3,406 万円

で、未納額 208 万 2,553 円、未納件数 13 件です。令和４年度、469 名に対し約

3,331 万円で、未納額 213 万 1,933 円、未納件数 15 件でした。 

まず、この未納額に現在どのように対応しているのか、また、未納者は支払能力が

あっても支払わないのか、そもそも支払う能力がないのかを質問いたします。 

次に、私は、こどもは町の宝であり国の宝であると確信しています。重ねて、少子

化対策として、全道において、令和 33 年度、33 市町村が給食費無償化を達成し、令
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和４年度は 40 市町村、令和５年度は 51 市町村と毎年、給食費無償化の市町村が増え

ています。 

近隣町村では、中頓別町や雄武町が無償化を実施していますし、稚内市も今年度か

ら所得制限なしで給食費の半額相当分を補助することが発表されました。 

無償化の成果として、児童生徒の地域への感謝の気持ちが生まれること、また、保

護者の経済的負担の軽減や、給食費の徴収や未納者への対応負担の解消などが報告さ

れています。 

私は、枝幸町も、給食費無償化を実施すべきと、実施すべきと考えますが、以上に

ついて、教育長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 小林議員のご質問にお答えします。 

はじめに、１点目の学校給食費未納金の現在の対応については、枝幸町税等収納向

上対策本部と連携を図りつつ、文書による催告を行いながら、給食費の納入をお願い

しております。 

未納者の支払能力については、給食センターでは、保護者個々の所得状況は把握し

ていませんが、経済的な理由で給食費納入が困難なご家庭に対しては、要保護・準要

保護児童生徒援助費の一部として給食費の全額を助成し、支援しているところです。 

従いまして、現在の未納者は、基本的に支払能力はあるものと判断しております。 

今後は、未納者に対し、文書や電話での催促や、納入できない場合の分割による納

入相談などを実施し、粘り強く回収に努めてまいります。 

２点目の給食費無償化の実施についてですが、学校給食法においては、給食センタ

ー施設などの維持管理経費及び調理にかかる人件費は設置者が負担し、それ以外の食

材費を含めた経費については保護者が負担することとされていますので、この考え方

を基本としております。 

このことから、今のところ、給食費の無償化については考えておりませんが、現在、

国においては、今年６月に閣議決定された子ども未来戦略方針の中で、「学校給食費

の無償化実現に向けて、各自治体の取組実態や成果・課題の調査を全国ベースで速や

かに行い、１年以内にその結果を公表する。その上で、小中学校の給食実施状況の違

いや法制面等も含め、課題の整理を丁寧に行い、具体的方策を検討する」としており

ますので、強い関心を持って、今後の動向を注視してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） まず、最初の質問の、未納者は、払う能力があるというおと

こ、お言葉でしたので、非常にこのことは残念に受け止めざるを得ないなと思います。

というのは、やはり教育っていうのは、やっぱりそれぞれ一人一人が、やっぱり平等

な立場受けるものだと思うんで、その中で、あの給食費を払う方と、払わない方がい

るっていうのは、やはりあの尋常な状況ではないと私は判断します。 

そこで、細かくお聞きしますが、平成２年度の 203 万 3,933 円、この未納額のう

ち、どれぐらい回収されているのか、同じく平成、令和でごめんなさい、令和３年度
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208 万 2,553 円のうち、どれぐらいの回収が現在行われているのか、そして、同じく

令和４年、213 万 1,933 円に対し、どれぐらいの回収がされているのか、現在の状況

をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） はい、少々お待ちください。すいません。 

議員のご質問にお答えいたします。 

令和４年度の部分でいきますと、213 万 1,933 円ということでなっておりますが、

回収した額が２万 9,260 円、令和３年度につきましては、215 万 359 円に対して、

６万 7,806 円となっております。ちょっと、令和２年度については、ちょっと今資料

ございませんのでちょっと、後ほど回答させていただきます。以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６万円とか、２万円とかという回収が行われたということは、

一生懸命努力してこの結果だという、そのことについては、私は何も言うことはない

んですが、やはりあの、給食費が払っていない子がいるっていうことにおいて、教育

現場において何か問題とかそういうのは出てないんですか。 

○議長（小原 仁君） 学校、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまのご質問にお答えします。 

学校現場で子どもたちがですね、それぞれの児童生徒の給食費を未納してるとかっ

ていうところはですね、子ども同士でそういう情報は知り、知りうる状況ではありま

せんので、学校現場では、そのような問題は起きていないというふうに認識しており

ます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 非常にその点については安心しました。 

ただ、もし、児童生徒さんが、自分の家庭が給食費を払ってないっていうことが非

常に負担にならないかなって心配なんですけど、その辺、子どもたちは、給食費を親

が払ってる、払ってないっていうのはわからないような状況になってますか、それと

もわかるんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えします。 

 基本ですね、子どもたちにはそういう状況が伝わることにはなっておりませんので、

わかわからない状況ということでお願いしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 非常に安心しました。この点についてはもう、当事者が支払

う能力があっても支払わないと、頑なに決めているんであれば、なかなか回収するの

は難しいと思うんで、この件についてはわかりました。 

次なんですけど、今年の統一地方選挙においても、市長選に立候補された方々の公

約の中に、給食費無償化っていうことを挙げてた候補者が多数いたと記憶しておりま

す。稚内市も、多分、工藤市長がそういうことで、今年度半額助成になったものと私

は理解するところなんですが、先ほど言いましたが、年々増えてます。 

今年はとうとう 50 を超えました。このままいくとですね、来年はまた 10 以上増え

て 60 ぐらいになるとすると、全道の３分の１の市町村が給食費無償化を達成するっ

ていうことになると思うんで、それでですね、町長にお聞きしたいんですけれど、こ
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れ、例えば、今、全額、私は無償化という形でご質問させていただいたんですが、稚

内市と同様にね、半額ぐらいの規模でっていうふうに考えて対応されるということは、

考えられますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 給食無償化に対する今後の考え方っていうのはですね、基本

的には小川教育長が答弁したとおりなんですが、給食無償化というところを考えます

とですね、これは単に学校給食ばかりでなく、当然ながら、枝幸町も、保育所あり、

認定こども園ありということですから、やっぱり全体として、そういったところも踏

まえてですね、検討しなきゃならん、ということになるだろうと思います。 

それも、大きくは、やっぱり、それもその子育て支援の一環でということになりま

すし、今、質問の中、どんどん増えつつあるということで、現実は３割をまだ下回っ

てるような状況ですけども、そういう中で、近年、給食の無償化といのもうですね、

ここコロナ禍の中で、ずいぶん国もその手厚く臨時交付金をですね、地方自治体に配

って、そういう中で、やっぱり臨時交付金を活用して、無償化を行ってきたというと

ころもかなりあるように聞いております。 

ですから、そこら辺は、私どもも臨時交付金というのはですね、給食っていうより

も、個別にそこの各世帯に、あるいは各子どもに応じてっていうことで、これまでも

臨時交付金の活用してきてますが、なかなかこれ、子育て支援ということの中で考え

れば、これまでも議論の中で、医療費の無償化というところとも、これはもう、そう

いうところと合わせてですね枝幸町として、少子化が進む中で、将来どういうふうに

考えるべきかっていうのは、やはり、なにせ財政のパイもですね、限りがありますか

ら、しかもまた、枝幸町の特性としては、今、学校給食に限って言えばですね、小学

校が七つ、中学校が三つと、もう広いですね、ところを行政区域の中で、そこを各学

校に給食配送するだけでも、既にもう委託費も１千数百万かかってるわけですよね。 

これ小さな町であれば、それをもって無償化できることになるわけですから、そう

いった枝幸町のその特性というところと、枝幸町がこれまで取り組んできた子育て支

援策のあり方というところもですね、踏まえながら、今後しっかりまた検討するべき

時期が来ればですね、検討しなきゃならんという、それが今、私の考え方でございま

す。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 私は、無償化に向けて努力した方がいいんじゃないかなとい

うふうに思うんですが、町長の今のお話を聞くと、行政側の苦労なり、そういうのも

わかりますんで、これで質問を終わります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、小林議員の一般質問を終わります。 

それでは、５番野口洋郎議員の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） ５番野口です。 

通告に従いまして質問いたします。 

まず１問目、物価高騰に対する対策について、町長にお伺いします。 

今年５月８日からコロナウイルス感染症は５類感染症に移行されましたが、我々の



- 15 - 
 

消費生活自体は一向に改善されず、物価は上昇の一途にあります。特に、これから冬

に向けて灯油価格が高止まりを続けており、住民の不安は一向に収まりません。 

昨年実施したオホーツク枝幸活力商品券発行事業は、原油価格の高騰をはじめ、生

活に必要な日用品等の物価上昇により厳しい生活を余儀なくされている町民の方々に

ということで、全世帯に無料で配布され、住民の皆様に大変喜ばれました。 

今年度も低所得世帯に対する支援は多少行われていますが、物価上昇における厳し

い生活は全世帯に及びます。これは、昨年より一層ひどくなっているように思います。 

そこで町長に伺いますが、今年の冬に向けて、昨年のような商品券配布等の事業は

考えていないのでしょうか。また、当町には福祉灯油の制度がありますが、昨年の実

績を見ますと、助成件数 25 件と極めて少ない数になっています。この基準の見直し

を考えることはできないでしょうか。 

現在、福祉灯油については、社会福祉協議会がその責を担っていますが、制度を見

直し、例えば、住民税非課税世帯に対して福祉灯油助成を行う。住民税非課税世帯が

900 世帯あるとして、１件３万円の支給をしても 2,700 万の予算で可能です。 

福祉のまち枝幸を実現するためにも、ぜひ考えていただきたい。町長の所見を伺い

ます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

当町の緊急経済対策の概要は、これまでも都度、説明を行ってきておりますので詳

しくは申し上げませんが、昨年度からの国の動きに伴い、当町でも新型コロナウイル

ス感染症から物価高騰への対応に転換し、負担感が大きい低所得世帯や子育て世帯な

どをはじめ、これまで支援を続けてまいりました。 

その中で、令和４年度のオホーツク枝幸活力商品券発行事業は、町民生活への影響

緩和と地域経済の支援策として、主に国から交付された臨時交付金を財源に充て、全

町民に１万円分の商品券を無料で配布、約 99％、7,400 万円が町内の各事業所で使

用されたところであります。 

また、令和５年度においても、厳しい物価高騰の影響は続いており、当町でも、国

が３月に決定した物価、物価高克服に向けた経済対策に応じて、様々な業種、あるい

は生活困窮者等が直面する影響を緩和するための給付や支援を実施してきております。 

本定例会でも、補正予算案に酪農業への経営支援などを提案しており、当町に交付

される本年度の生活者や事業者支援分の臨時交付金約 4,800 万円は、既にこれらの事

業の財源としており、１点目のご質問の、今年の冬に向けた商品券配布等の事業は、

現段階での実施を想定しておりません。 

次に、２点目の福祉灯油助成制度の見直しについてですが、ご質問のとおり、当町

では、枝幸町社会福祉協議会が実施主体となって制度の運用を行っており、歳末たす

けあい義援金配分の一環として、第１次配分で歳末助け合い見舞金として贈呈し、第

２次配分で福祉灯油として実施しております。 

助成件数が極めて少ないというご指摘ですが、対象者は、社会福祉協議会において

地区担当民生委員と連携を図り、低所得者世帯、１人親世帯、独居高齢者世帯の中か
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16 ら歳末助け合い義援金対象者を選定しており、町は、北海道の実施する地域づく

り総合交付金を活用して、対象世帯１世帯当たり３万円を支援しています。 

これらのことから、福祉灯油助成制度は、現行どおり社会福祉協議会での実施をお

願いしたいと考えているところであります。 

しかし、ご承知のとおり、国が物価上昇などで検討している新たな経済対策が、10

月中にも取りまとめられるとの報道もあることから、その規模や具体的な支援策を見

極めながら、当町としても、影響の的確な把握を進め、国や北海道とともに、実情に

応じた生活支援など、今後、きめ細かな対応を検討してまいりたいと思っております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） まず、今年の冬の商品券の発行は今のところ考えてないとい

うことなんですが、これ予算規模でいうと、今、町長の答弁にもありましたように、

7,400 万円ぐらいが町の商店で使われているっていうことで、予算規模としても、国

から 7,500 万ぐらいの助成が入っている国の事業ということで、町としてはそれほど

持ち出しがなくできた事業だというふうに思うんですね。 

それで、この事業があって、これは町民の方すごく喜んでおります。それで、なぜ

全世帯が必要かっていう話なんですけども、住民税非課税世帯というのは、大体、所

得、給与所得でいうと 200 万以下ぐらいの世帯なんですね。全国の統計調査ですけど

も、所得金額の世帯数っていうのが出てましてですね、これ 2022 年の厚労省の調べ

なんですけども、所得世帯金額が 100 万から 200 万っていう世帯というのが 13％っ

て、100 万から 300 万っていうところが 14.6％なんですね。 

全世帯の所得、給与所得金額はこの二つのように 100 万から 300 万っていうとこ

ろが多いんです。300 万ってなると、非課税、住民税非課税世帯に入らないんですよ。

住民税非課税世帯には入らないけれども、給与所得が低くて生活が不足大変だという

方が大変多いですねこれ 14.6％いるわけですから、非常に多い。そういう方々にも、

手が差し伸べられるように、やはり全世帯で、全世帯に商品券をっていう、そういう

発想なんですよ。 

それで、この要するにお金の問題になると思うんですけども、枝幸町にはふるさと

納税っていうのがありますよね。 

それで、これはあの、毎年毎年やるということではなくて、今年、この物価高騰、

灯油高に、それに応じてやってほしい施策っていうことをなんなので、このふるさと

納税を活用して、この事業ができないのか、それが検討できないものか、その辺の可

能性です、可能性をちょっとお伺いできればというふうに思います。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

プレミアム商、オホーツク枝幸活力商品券、これにつきましては、町民全世帯に全

町民にですね、１万円当たり無料配布という方式をとってございます。 

先ほどお話にもありましたとおりですね、こういった全世帯への支援というのが必

要というようなところも理解しております。 

今年度、先ほど言われたとおりですね交付金については、4,800 万円程度の、あの

交付金しかなくてですね、この活力商品券の無料配布というところにまでは至ってお
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りません。 

町長が先ほど言われたとおりですね、今後、経済対策等がまた新たなものが示され

てくると思いますので、それが今年の年末に向けてというような話になるかどうかわ

かりませんけれども、その辺を含めて検討してまいりたいというふうに考えています。 

もう一つ、ふるさと納税のお話なんですけれども、ふるさと納税につきましては、

今回補正予算で提案をさせていただいておりますけれども、今回、ふるさと納税の収

入額が５億円から７億円ということで大きく伸びています。 

この７億円に対してもですね、積み立てる町の取り分といいますか、積み立てるこ

とができる金額が２億 8,000 万円程度ということで、今年、令和５年度のですね、当

初予算で取り崩している金額、これが３億円近い事業に充当されています。 

こういったことを考えるとですね、ふるさと納税を使ってということは、本当に有

事といいますか、非常事態ということで考えることはできるんでしょうけども、今後

その点も含めてですね、新たな経済対策とともに検討してまいりたいというふうに考

えています。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 町長の答弁にもありましたけど、10 月のね、国の経済対策

っていうところで、どうなるかということだと思いますよね。それで住民から言わせ

ると、やはり昨年あって今年も全然生活は変わらないんだと、あの物価は高いまま灯

油も高いまま。だから、何とか手を差し伸べてほしいという住民の方が数多くいらっ

しゃるんですね。 

ですから、できれば年内にっていうようなことを考えてもらえればと思うんすけど、

あの課長の話にも、なんとなく期待が持てるのかなっていうような気がしてますので、

その辺は是非お願いしたいと思います。 

それであの、ふるさと納税はね、緊急事態っていう、緊急事態的なことでなければ

というような考え方なのかもしれないですけども、この今の物価高とか灯油高ってい

うのは、これはもう緊急事態だというふうに私は認識していますのでね、その辺是非、

もう少し柔軟に考えられないのかなというふうに思うんですが、その辺はいかがでし

ょうか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 10 月の国の動向ってのは、まさしく今日なんか内閣改造も

あるということで、昨日からですね報道で一部流れてますけども、そういう中で、間

違いなくこの１ヶ月ですね、10 月に向けて、やっぱり、新しい内閣のもとで素早く

そういった経済対策が打ち出されるでしょうから、そこをしっかり見極めながらです

ね、町としても、仮に、新たなまたこの緊急対策というものは講じ、国が講じられれ

ばですね、そこを受けて、しっかりとまた対応していくということは、今の時点で申

し上げられるんじゃないかなというふうに思っております。 

あとですね、あれ、ふるさと納税ね、ふるさと納税について、そこを緊急事態にっ

て、緊急事態っていうのをどう捉えるかっていうことなんですが、まさに今の緊急事

態っていうのは、やっぱりロシアのウクライナという国際情勢のもとでの緊急事態、

これがですね、どう考えても何かそのそんな短い期間の中で、すぐ収まるっていうよ

うなことは、ですから、そういうことの中でいけばですね、やっぱり単に一時的なそ

のね経済対策って、これもう国もそうでしょうけども、私どもとしても、やっぱり、
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これからずっとですね、そういったそこを継続していくっていうことは、なかなか少

なくともコロナ対策で本当に膨大なですね赤字国債を発行して、こうやって、やって

きたことの中で、また今、そういうところに繋がってますから、そういうところもし

っかり今後も私どもとしても、なかなか財政的に考えればですね、私も行政報告であ

りましたけども、交付税も、確かに漁業の方の所得が増えたそのことによってその税

収が増えて、そして交付税が減ったということなんですけども、そこも、これも今の

水産のね、中国の情勢考えれば、なかなか、また漁業も大変な状況になってくるとい

うことを考えればですね、なかなか枝幸町の財政も大変なことがまたこの後ですね予

想されるんじゃないかというふうに思っておりますので、いろんな観点から幅広く検

討しながら、少なくとも、短期的なところはですね、国がまたそういって財政措置を

講じながら経済対策というものが出てくるんであれば、そこを受けてしっかり対応し

ていきたいというふうに思いますんで、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

とりあえず、10 月の国の動向っていうのを見極めて、それで、あの先ほど私言い

ましたけど、所得金額が 200 万から 300 万の世帯っていうのが 14.6%いるんだとい

う。要するに、非課税世帯に入らない世帯でもなかなか厳しい世帯というのは数多く

あるんだということを是非頭に入れて施策の方をつくっていただければなというふう

に思うところです。 

それと、次のですね、福祉灯油の件なんですけども、これですね 20、25 件だけな

んですよね。非課税世帯っていうのは、いろいろ資料を見ると大体 900 件ぐらい、

900 世帯ぐらいあると思うんですけども、その中でも特に困窮されてる方っていうこ

とになるとは思うんですけども、ここの基準っていうのが、実は若干ちょっと曖昧な

ところがあるように私には思えてならないんですね。 

この 25 件の対象者っていうのは、社会福祉協議会の方で出されているということ

なんですけども、この辺の基準って、とか、そういったことっていうのは何か明確な、

例えば数値になっているだとか、そういったものがあるのかどうかをちょっとお答え

いただけますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

基準に、歳末たすけあいの義援金配分基準ていうのがありまして、数字的なものは

ないんですけども、中身ではですね、自立自活に努力しているが、一般的に生活が苦

しい状況にあり、客観的に生活困窮が認められる方とか、１人親世帯では、18 歳未

満の子どもと同居し、独立して生計を営んでいる世帯だとか、生活の実態をもとに判

断してるっていうところが、状況です。 

それから独居老人、高齢者夫婦世帯だとかでは、65 歳以上の方で、現に子どもか

ら援助がなかったり、客観的に生活困窮とみ認められる世帯という形で配分基準がな

ってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） これね、なんていうか、数字的な基準っていうのが今ないと

おっしゃられたけども、なければ、これはね主観が入ってしまうんですね、どうして
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もね。ていうのは、もうおわかりだと思います。ここはちゃんとした基準を設けてや

るべきだと、私はそういうふうに思います。 

 それで、この 25 件という数字が、私は、すごく少ないっていうふうに思ってるん

ですね。 

例えばちょっとお聞きしますけども、福祉灯油っていうのは、北海道地域づくり総

合交付金っていう国からの助成金は半分入ってますよね。これ、基準変えて、福祉等

の受給者が増えたら、この２分の１の助成金というのをしっかりそれについて入って

くるものなのかっていうところをちょっと教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

地域づくり総合交付金については企画課の所管というふうになっておりますので、

私の方から答弁させていただきます。 

この地域づくり総合交付金につきましては、特に冬の福祉灯油ですね、高齢者等の

冬の生活支援事業というメニューの中で運用されています。 

高齢者や障害のある人々に、これに対して燃料費をはじめとする冬期間の増額分に

対する支援を行う事業ということで、これのですね通常の交付限度額上限が 100 万円

ということになっております。 

ですから、この辺のですね、上限の中での運用という形になりますので、それを超

えて対象世帯が多くなってもですね、通常であれば 50 万円、２分の１の 50 万円が町

に入ってくるというところが上限となります。 

一応ですね、今回、物価高騰等が昨年度来続いておるということでですね、令和３

年度、４年度については、この上限 100 万円、交付対象額ご、上限 100 万円が 150

万円に引き上げられているということで、町の方には 75 万円が入ってくるというよ

うな形が上限値ということになってございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい。今の話だと、上限は 75 万、国から入ってくる。 

今回ね、令和４年度の決算で、対象者 25 万円で、助成金が 75 万ですかね確かね。

ということは、この 75 万の半分は国から入ってくるっていうことですよね。ていう

ことは、上限までいくのには、今の倍の人数があっても大丈夫だよっていうそういう

ことなのか、ちょっと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

 これはあくまでも燃料費をはじめとし、した冬期間の増加、かかり増し経費ですね、

こういったものに対応する事業ということで、おおむね基準としては 65 歳以上の一

人暮らし高齢者、それから寝たきり高齢者世帯、障害のある人のいる世帯等で構成さ

れる方で、市町村が認めたものというふうになっておりますので、ここについては拡

充されても交付対象となることが見込まれています。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。それでね今 25 人という対象者なんですけど

も、これがさっき言ったように、若干客観性に欠けるのではないかというふうにはそ

う思っているんですが、これを要するに幅を広げることは可能だというふうに私今の
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答弁で思いましたのでね、そこを考えていただきたいというふうに思うんです。 

これ社協に今、任せきりになってますけども、これ国からの交付金なのでね、もち

ろん町からも半分出てるわけだから、町の事業として考えたときに、社協に任せきり

にしないで、町としてやれることがないのかなっていうふうに思うんですが、その辺

はどうですかね。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

福祉等自体はですね、ご存知のように、野口議員のおっしゃられるように社会福祉

協議会の方で行っている事業でございますので、今の段階で、今年から町の方でって

いうことにはならないかなと思うんです。 

この先ですね、野口議員のおっしゃるように町の方からも補助金も出てるわけです

から、検討はしなきゃいけないことにもなるかなと思うんですけども、来年、再来年

以降、ちょっと検討はさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ぜひ検討していただいて、おそらくですね、困ってる方はま

だまだいらっしゃると思うんですね、その辺を是非考えていただければというふうに

思います。以上で、この質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） それでは、だいぶ１時間以上経っておりますので、野口議員

二番目の質問は、休憩明けによろしくお願いします。 

それでは 25 分まで、11 時 25 分まで休憩をいたします。 

休憩 午前１１時１４分 

 

再開 午前１１時２５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。野口議員の２問目の質問を許します。 

 ５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） ２問目の質問に移りたいと思います。 

学校にクーラーの設置をということで、教育長に伺います。 

文部科学省は、児童生徒の健康と学習環境を守るための学校環境衛生基準で、教室

などの温度は「18℃以上、28℃以下であることが望ましい」と定めています。 

今年は、枝幸町でも最高気温が更新されるなど異常な暑さが続きました。この文部

科学省の基準を超えた日にちがどれぐらいあったのでしょうか。 

今年の８月、伊達市で小学生が体育の授業の後、熱中症の疑いで亡くなるという痛

ましい事故が起きました。当町では、熱中症対策としてどのような基準をどの、どの

ような基準が設けられているのでしょうか。 

異常な夏の暑さはここ数年続いており、夏休みの後でも 30℃を超える日があるの

が当たり前のようになっています。 

公立小学校の冷房施設の設置状況は、全国では 95.7％ですが、北海道では 16.5％

に過ぎません。当町の小中学校には、この暑さをしのぐための設備があるのでしょう

か。「災害級という暑さに生存権も教育を受ける権利も脅かされています」という声
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が上がっています。 

学校にクーラーの設置が必要と思われますが、教育長の所見を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 野口議員のご質、ご質問にお答えします。 

 はじめに、１点目の教室の温度が文部科学省の基準を超えた日にちについては、各

学校において、教室等の温度の記録はとっておりませんが、必要に応じて温度計を確

認し、対応しているところであります。 

参考までに、令和５年の枝幸地区の最高気温ですが、28℃を超えた日数は７月で８

日、８月で７日となっております。また歌登地区では、７月と８月の日数は、両月と

もに 13 日となっております。 

２点目の熱中症対策としての基準については、基本的に北海道教育委員会で作成し

た熱中症危機管理マニュアルに基づき対応しております。 

具体的には、暑さ指数を用いた活動判断、運動前の体調チェック、熱中症への救急

措置処置などを各学校における判断基準としております。また、国等において、熱中

症予防のための通知が逐次ありますので、その都度、学校へ周知しております。 

 ３点目の暑さをしのぐための設備については、クーラー等は町内の学校にはござい

ませんが、暑さ対策として、扇風機やサーキュレーターを各校に配置しており、適切

な換気を行い、対応しております。 

４点目の学校においてのクーラー設置の必要性については、子どもの熱中症予防や

適切な学習環境を確保する観点からも、教育委員会として、今後に向けて方向性を検

討してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） あの、今のところ、枝幸町の学校にはクーラーついていない

ということで、これね、昨日の夕方のニュースでもやってましたけれども、エアコン

の設置率っていうのは地域によってずいぶん違うんですね。 

全国的には、先ほど言いましたけど 95%以上はついているいるんですが、北海道で

いうとあか、砂川市、赤平市、歌志内市、新十津川村などが 100％設置してるんです

ね。北見市が 31.9％、それと札幌市で 26.4％っていうことなんですね。 

 これ、あの北海道の南とか北とかも全然言えないんですよね。枝幸も本当に異常な

暑さが続いてまして、やっぱり、先ほど教育長の答弁にありました７月８日間。８月

７日間。歌登は 13 日、両月とも 13 日間で、これ、あの学校があるときに、この日に

ちだったのかちょっとわからないんですが、この 30℃を超えたような日に、教室内

で勉強をすることが可能なのかどうか。 

 その辺の認識をちょっと伺いたいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えいたします。 

 教室内の 30℃を超えたときっていうことなんですが、基本、うちの学校としては、
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先ほど言った扇風機とかサーキュレーターを活用しながらですね、空気を回すという

部分で対応しているところです。 

それで 30℃を超えると、やはりちょっと暑いっていう部分はございますが、学校

としてはですね、水分補給を随時、30 分おきとか 20 分とか時間を区切ってですね、

対応しているところです。 

それで、その部分についてですね、しっかり見極めながらですね、熱中症にならな

いようなマニュアルはありますので、そちらでちょっと対応しているところです。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 課長あのね、30℃、教室内が 30℃を超えている状況で、勉

強ができるのかっていうのを聞きたいんです。勉強をする気になるのか。勉強ができ

るのか、その辺の認識をちょっと聞きたいんですけど。 

いや、あの、ね、わかりますよ。どうなってどうなるかわかんないけども、あなた

としての認識をちょっとお聞きしたい。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えします。 

私個人的にっていうことでありますので、確かに 30℃を超えると、私も仕事して

ると、やっぱ頭がちょっとあれっていう部分も出てきますけども、子どももやはり多

少は影響があるということでは認識しております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） あのすいません。同じ質問を教育長にしたいんですけど。 

30℃を超え、教育長が執務、自分の執務室の中で 30℃を超えたときのことを考え

ていただければいいんですけども、学校の小学生、例えば低学年、１年生とか２年生

とか３年生とかね、そういう子どもたちが、30℃を超えた教室の中で勉強することが

できるのだろうかというところの認識をお伺いしたいんです。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） お答えします。なかなか 30℃を超えた場合の状況という

のは、そのときの湿度にもよりますでしょうし、なかなか一概にはですね、断言でき

ないと思うんですが、そこはですね、学校としても、やっぱり直射日光が教室に入ら

ないようにカーテンを閉めて、窓を開けて、廊下側のドアを開けて風通しをよくして

ます。あと、扇風機、サーキュレーターも全開で回してます。 

どうしても教室で耐えがたい場合は、他の校舎内の他の少し涼しいところ、教室と

かですね、理科室とか音楽室とか、そういうところに移動して授業やったりもしてま

す。 

そういうことで、各学校いろいろ工夫しながらですね、子どもに、こまめに子ども

にもやっぱり水分を補給させて、やっぱり細心の注意を払ってやってますので、何と

か暑さのために授業ができないっていう状況には、今んとこなってないのかなという

ふうに思ってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 先ほどの教育方針、教育行政報告の中で、校長会議っていう

のが毎月ありますね。７月は 14 日、８月 23 日に校長会議というのが行われてます。 



- 23 - 
 

その校長会議の中で、この暑さに対する問題ですとか、それに対する子供たちの対

応だとか、そういったものが話題に出ているかどうかっていうのをちょっと教えても

らえますか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） お答えします。校長会議、教頭会議は毎月１回は開催して

まして、特に今回、伊達市で女子児童が亡くなられたという大変ショッキングなニュ

ースがありましたので、その数日後にタイミングよく校長会がありました。そこを私

からもですね話題にしながらですね、伊達市の場合はですね、ちょっと考えられない、

30℃を超える炎天下の中、グラウンドで２時間、３時間目と４時間目に２コマですね、

体育の授業をやらしてんですよ。 

だから、そこは私はちょっと考えられないと、私は個人的には感じてます。 

当然、うちの学校ではですね、やっぱり、やっぱり子どもたちも普段暑さには慣れ

てませんので、やはり、あの、特に屋外での体育授業なんかですね、細心の注意を払

って、暑さ指数とか、教室の温度とか、そこは先生方、逐次確認しながらですね、場

合によっては、ちょっと屋外の授業をちょっと体育館に変えるとか、そういう臨機応

変にですね、ちょっと対応してほしいということですね、私からも、校長会議、教頭

会議でお願いしております。 

各学校ですね、本当あの、いろいろ工夫していただいてますので、ただ、この暑さ

は、確かにおっしゃるとおり、ただ道内ではですね、確かに道央とか道南、道東、内

陸部は非常に暑い日が続く、ただ、道北のこのオホーツクエリアですね、比較的まだ

そういう真夏日の日数が少ないっていう中で、道央などと同じレベルで議論はできな

い部分もあるんですが、ただ、今後に向けては、ちょっと今、道教委の方もですね、

北海道教育委員会の方も暑さ対策っていうのをちょっと本腰を入れて検討するという

ところで、夏休み・冬休みのですね日数配分をちょっと今、例えば夏休みを少し長く

してその分冬休みを短くするとか、その辺もちょっと検討に入るみたいですので、そ

の辺の動向を見極めながらですね、ちょっと注意深く見守っていきたいということと、

あと、今後の、来年度、来年の夏に向けてですね、ちょっと枝幸町内の学校としてど

ういったことができるのかっていうところですね、ちょっと今後、内部でも検討して

いきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 野口議員、今ちょっと、クーラーについての設置から、ちょ

っと話外れてますので、ちょっとその辺の質疑を行ってください。 

 どうぞ、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） すいません。教育長のお話はわかりました。いろいろ検討を

するということなんですけどね、あの、この災害級の暑さというのは、去年も今年も

そうなんですよね。 

それで、先ほど伊達市の話もありましたけども、例えばですね保健室にだけクーラ

ーを設置するだとか、例えば一つの教室にだけクーラーを設置してそこの教室はちゃ

んと涼しくしているだとかね、そういったことって考えられないのだろうか。 

例えば、全学校全部にクーラーをつけるとなると相当な予算が必要ですし、工事も

大がかりなものになりますけども、一つの部屋に例えばクーラーをつけるとかってい

うことであればね、それは予算的に少額で、まず、どれぐらいかかるかわかんないす
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けど、少額でできるような気がするんですね、その辺、例えば、今それを考えれば来

年度予算にも組み込むことできるし、来年の夏にも間に合うようなことになると思う

んですけども、その辺はいかがですかね。 

○議長（小原 仁君） はい。教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 今、議員おっしゃるように、学校の一部の教室にエアコン

を投入するっていうことが果たして、保健室などにですねそういうこと空調を入れて、

暑さでちょっと体調を崩した子供をそこで休んでもらうということも確かにね考えら

れますね。ただ、そこも含めてですね、ちょっと検討させていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、是非よろしくお願いします。 

本当にね暑い日が続いて、子どもたちもやっぱり悲鳴をあげてるような状況でね、

こういう中では、やっぱり勉強もなかなか大変だなというふうに思いますので、教育

委員会の仕事は環境整備にあるということですので、子どもたちが健やかに教育でき

る環境をつくっていただきたいというふうに思います。 

以上で質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） はい。これをもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

 続きまして、２番渡辺明徳議員の質問を許します。 

はい。２番渡辺議員 

（２番渡辺明徳君 登壇） 

○２番（渡辺明徳君） 通告に従い質問いたします。 

枝幸役場の男性職員の育児休業の取得向上率向上について。 

育児休業、以下、育休という制度ができたのが 30 年以上前の 1992 年です。 

政府は、男性の育休取得率を 2025 年までに 30％という目標を掲げています。 

育休は、長く続いていく子育ての最初の一歩であり、日常的に男性が育児を担える

ようにすることが目指すべき姿であり、そのためには職場での働き方を変えることが

欠かせないと思います。 

政府は、共働き・共育てを少子化対策の柱に位置付けています。 

北海道では、今年３月に男性職員育休率を 20％から 30％に引き上げ、取得、取得

率を庁内で公表し、低調な部署には職員の取得を促す方針であります。 

北海道人事委員会が 2022 年に行った調査によると、男性職員が取得しなかった理

由として、仕事が忙しい 54.6％、職場に迷惑がかかる 41.0％、取得しづらい雰囲気

24.6％となっています。 

北海道としては、管理職の意識改革を図るとともに、取得予定がない人には、人事

課からも呼びかけるなどして、取得を加速させたい考えを示しています。 

厚生労働省は、今年４月から、従業員 1,001 人以上の企業に対し、男性職員の育休

取得率の公表を義務付けており、民間企業では、大企業に限らず中小企業でも育休取

得率 100％達成の企業が増えています。 

企業は、義務化に縛られるのではなく、積極的に開示し、働きやすい環境であるこ

とを訴えなければ、人材確保がままならないと危機感を持っているため、しゅく、取

得率を向上しているものと思います。 

町としては、今後、男性職員の育休取得率を上げるには、代替職員等の確保など大

変な面もあるでしょうが、職員の人員確保のため、取得率 100％を理想としながらも、
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更なる取得率向上への対策を持っておられますか。町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 渡辺議員のご質問にお答えします。 

国では、男女ともに仕事と育児を両立できるよう育児・介護休業法を改正し、昨年

４月からは、育児休業を取得しやすい雇用環境の整備など、また、同年 10 月からは、

子の出生直後の時期における柔軟な育児休業の枠組みの創設などを新たに規定してお

り、国家公務員においても同様に関係する法律を改正しているところであります。 

地方公務員の育児休業等に関する法律も改正されたことを踏まえ、枝幸町において

も、国家公務員に準じた制度にするため、町議会の議決を経て、昨年４月と 10 月に

枝幸町職員の育児休業等に関する条例の改正条例を施行しております。 

公務員における育児休業は、男女問わず、職員の子が３歳になるまで取得できるも

ので、原則無給となりますが、１歳になるまでは共済組合から育児休業手当金が支給

されます。 

枝幸町の状況についてですが、女性職員は、対象となる全員が、男性職員は、令和

２年度以降、１名の職員が２人の子についてそれぞれの年度で取得しています。 

ここ数年は、対象となる男性職員が年度で１名か２名、若しくはいない年度もあり、

また対象であっても、職員の意向により取得を選択しない方もいるものと思われます。 

町としましては、今後も、対象職員が希望すれば、男女問わず取得できるよう、情

報の提供や問い合わせへの対応など、適切な支援をしてまいりたいと考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

 はい、２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 広報えさしに掲載されておりましたが、令和４年度、育休取

得者、対象者１名、育休取得者０人と発表しておりますが、取得者はいなかったとい

うことでよろしいでしょうか。現在の状況を教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） 渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

議員おっしゃるとおり、令和４年は、公表されておりますとおり、取得者おりませ

ん。ちなみに、令和５年、今年の分なんですけども、対象１名おりまして、既に６月

から８月まで３ヶ月で取得しておりますので、今年度に関しては現時点で 100％とな

っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 町職員は若い人が多く、今後、結婚する職員も増えてくると

思います。出産予定の職員の情報をいち早く収集する。また、その仕組みの導入など

をですね、検討してみませんか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

今のご質問、男女問わずという意味でよろしいかと思いますけども、まず女性職員

に関しましては、妊娠されればですね、産前休暇、産後休暇の申請とかありますので、
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その時点で育児休業の情報も含めて、情報提供したり、問い合わせがあればお答えし

ているところであります。 

男性の方はですね、なかなかそういう機会もないんですけども、今はですね、男性

の方もですね、そのような育児休業に関しての意識もある方も多いので、割と問い合

わせなんかもありますので、そういうときにいろんな情報をお答えしたり、資料とか

ですね、そういうのを対応してる状況であります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、これで渡辺議員の一般質問を終わり

ます。 

少し早いようですけども、次の日程に入りますと、ちょっと時間足りなくなるなり

そうでございますので、これで午前中の日程を終了し、昼食のための休憩に入りたい

と思います。 

よろしいでしょうか。はい、それでは休憩に入ります。 

休憩 午前１１時４８分 

 

再開 午後１時００分 

 

◎日程第６ 同意第３号 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第６ 同意第３号 枝幸町自治功労者の表彰についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 枝幸町自治功労者の表彰について、内容の説明をさせていた

だきます。 

提案の理由でございますが、本年度の自治功労者として、２名の方を表彰いたした

く、今回、同意をお願いするものでございます。 

それでは、議案書１ページをお開きください。 

同意第３号 枝幸町自治功労者の表彰について。 

次の者を令和５年度枝幸町自治功労者として表彰したいので、枝幸町自治功労者表

彰条例第２条の規定により、議会の同意を求める。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

最初に、条例第２条第１項第６号の民生委員・児童委員としての功績に該当する

方々で、石丸チヱ子氏、同じく柳本利子氏でございます。 

お二方の住所並びに生年月日につきましては、議案に記載のとおりでございます。 

また、功績の概要等につきましては、議案関係参考資料の１ページから２ページに

記載しておりますので参考にしていただきたいと存じます。 

なお、提案に当たりましては、令和５年８月 25 日に開催されました枝幸町表彰審

議委員会の審議を経て提案させていただいておりますので、本年度の自冶功労者表彰

の該当者として、ご同意くださいますよう、よろしくご審議のほどをお願い申し上げ

て、説明に代えさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 
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２名の一括提案でありますので、２名についての質疑を行います。質疑ありません

か。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、会議規則と運用例規程第 50 条の規定により、討論を省

略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより採決に移りますが、提案のあった２名の方につきましては、過日の枝幸町

表彰審議委員会において、その功績について十分な審議がなされた方々でありますの

で、２名を一括して、挙手により採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、採決方法は、２名を一括

して、挙手により採決することに決定されました。 

これより、同意３号についてを採決いたします。お諮りいたします。 

ただいま提案されました２名の方々につきまして、提案のとおり同意することに賛

成の方は、挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数と認めます。したがって、同意第３号、枝幸町自治

功労者の表彰については、石丸チヱ子氏、柳本利子氏の２名の方々を同意することに

決定されました。 

 

◎日程第７ 陳情第４号 ～ 日程第８ 陳情第５号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第４号 2024 年度地方財政の充実強化を求

める陳情書、日程第８ 陳情第５号 軽油取引税の課税免除特例措置の継続を求める

陳情を議題といたします。 

これらの陳情は、議長あてに提出のあった陳情書であります。内容は、お手元に配

付いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、議会運営委員会で協議され、全議員に資料配布とし

て処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第４号、陳情第５号については、全議員に資料配布のことといた

します。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第９ 意見案第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備

等に関する意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、田口修三議員、賛成者は、小林正浩議員、村上守義議員より提出

されています。提出者であります田口修三議員より、登壇のうえ説明を求めます。 

９番田口議員。 
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（９番田口修三君 登壇） 

○９番（田口修三君） 意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する

意見書。 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書を別紙のとおり、枝幸町議会会

議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和５年９月 13 日提出 提出者 枝幸町議会議員田口修三、賛成者 枝幸町議会

議員小林正浩、賛成者 枝幸町議会議員村上守義。 

本件につきましては、町村議会議議長会の全国統一行動であることから、本町議会

では意見案として提出するものであります。それでは、朗読をもって説明させていた

だきます。 

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書案。 

北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、国土の５分の１以上を占める広大な大

地と海に育まれ、豊富で新鮮な食を強みに我が国の食料供給を担うとともに、特有の

歴史・文化や気候風土などを有しており、これらの独自性や優位性を生かしながら、

将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実現を目指している。 

こうした中、地域の産業を支える本道の道路を取り巻く環境は、激甚化・頻発化す

る自然災害による交通障害の発生や、日本海溝、千島海溝沿いの巨大地震等のリスク

が増大するなど、防災・減災・国土強靱化の取り組みが喫緊課題となるとともに、道

路施設の老朽化や通学路等の安全対策の推進が大変重要となっています。 

今後は、北海道の強みである食や観光に関連する地域が持つ潜在力が最大限発揮さ

れるよう、平常時・災害時を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安全的な物

流や広域周、失礼、広域周遊観光を支える道路の整備が必要不可欠である。 

加えて、積雪寒冷地の本道においては、安定的な除排雪体制の確保など、冬季間の

住民の安全・安心を図ることが必要である。 

そのため、地方財政は依然として厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準が上昇す

る中、道路整備、管理に必要な予算を安定的に確保することが重要である。 

よって、国においては、国土の骨格を形成する高規格道路から国民の日常生活に最

も身近な市町村道に至る道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進し、防災・減災、

国土強靱化のための５か年加速化対策をより一層推進するため、次の事項について特

段の措置を講じるよう強く要望する 

記、１、道路の整備・管理が長期安定的に進めるよう、新たな財源の創出及び必要

な予算を確保すること。 

２、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策を計画的に進めるために必

要な予算・財産、財源を例年以上の規模で確保するとともに、５か年加速化対策期間

完了後も、昨今の地震・豪雨・豪雪などの災害の状況を踏まえ、国土強靱化に必要な

予算・財源を通常予算とは別枠で確保し、継続的に取り組むこと。 

３、高規格道路におけるミッシングリンクの解消及び暫定２車線区間の４車線化や、

直轄道路の連携によるダブルネットワークの構築など、国土強靱化にする災害に強い

道路ネットワークの整備を推進すること。 

４、橋梁、トンネルなどの老朽化対策を推進し、予防保全による道路メンテナンス

の早期に移行するため、維持管理・公企業、更新事業に必要な技術的支援の拡充や予

算を長期安定化に確保するほか、舗装修繕等の維持管理に係る制度創設や財政支援の
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充実・強化を図ること。 

５、地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、こもど、子どもた

ちの安全・安心を守る通学道路の道路等の交通安全対策を強化・推進するとともに、

冬期における安全な道路交通を確保するため、道路整備や除排雪を含む安定した維持

管理の充実に必要な予算を確保すること。 

６、冬季における円滑な交通確保のため、除排雪に必要な予算を確保するとともに、

老朽化が進行している除排雪機械等の計画的な更新・増強が可能となるよう財政し、

支援を強化すること。 

７、災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人

員体制の充実強化を図ること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和４年９月 北海道枝幸町議会。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通

大臣、国土強靱化担当大臣、以上であります。どうかよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本意見案に対する説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、意見案第２号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本意見案については、原案のとおり採択することに、ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見案第２号 国土強靭化にする社会資本整備等に関する意見書は、

採択することに決定されました。 

後ほど、意見書を関係機関へ提出いたします。 

 

◎日程第１０ 承認第９号 ～ 日程第１１ 承認第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第１０ 承認第９号 専決処分の承認を求めることにつ

いて。日程第１１ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについてを議題とい

たします。 

以上の２件は関連がありますので、一括議案として審議したいと思いますが、一括

議案とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第９号及び承認第 10 号の２件の議案は、一括議案とすることに

決定いたしました。 

 提案理由の説明を求めます。 
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財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書２ページでございます。 

承認第９号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

平和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和５年度枝幸町一般会計補正予算。専決処分年月日は、令和

５年８月 23 日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでご

ざいます。 

続いて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、

次のとおり専決処分する。 

令和５年８月 23 日 枝幸町長。 

令和５年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和５年度枝幸町一般会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和５年度一般会計補正予算書第２号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,416 万

8,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 117 億 3,777 万 6,000

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算につきましては、簡易水道事業における予期せぬ漏水箇所が判明し、

緊急工事を行うため、一般会計より繰りで繰出金として財源を補填したものでござい

ます。 

工事内容につきましては、一般会計補正予算説明後に、一括提案として、引き続き、

簡易水道事業特別会計により、水道課からご説明をいたします。 

それでは、事項別明細書より補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

19 款１項繰入金は 1,416 万 8,000 円の増額。内訳は、財政調整基金繰入金でござ

います。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 117 億 2,360 万 8,000 円に対し、1,416 万

8,000 円を増額し、117 億 3,777 万 6,000 円とするものでございます。 

歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

４款衛生費、１項保健衛生費は 1,416 万 8,000 円の増額。内訳は、簡易水道事業

特別会計繰出金でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 117 億 2,360 万 8,000 円に対し 1,416 万

8,000 円を増額し、117 億 3,777 万 6,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、専決処分いたしました令和５年度枝幸町一般会計補正予算第２号の内容説明
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とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 引き続き、提案理由の説明を求めます。 

 水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書３ページでございます。 

承認第 10 号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算。専決処分年

月日は、令和５年８月 23 日。専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなか

ったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、

次のとおり専決処分する。 

令和５年８月 23 日 枝幸町長。 

令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算。 

令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めるところに

よる。 

別冊の令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算書第２号の１ページをお開き願い

ます。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,416 万

8,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億 7,494 万 3,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算につきましては、枝幸南部地区において、水道管本管の漏水により、

緊急の修繕が必要となったため、修繕費の追加をお願いするものでございます。 

修繕内容につきましては、去る８月 18 日夜半に、水道課にあります流量計測装置

により漏水を検知し、翌日より、職員及び漏水調査会社による現地調査を行い、21

日に、枝幸南部浄水場より約１km かゆ、下流側の音標方面に向かう配水本管より漏

水していることが判明しました。 

しかし、通常の漏水修繕工法にて修繕を行った場合、急勾配の傾斜地が何ヶ所もあ

る末端の音標地区までの通水に数時間を要することが想定されます。その場合には、

風烈布、音標、上音標地区の約 225 世帯、農家戸数約 40 戸が、長期間にわたり断水

を生じる可能性があり、住民生活や産業活動に多大な影響を及ぼしますことから、作

業復旧時に断水を伴わない不断水分岐工法により復旧修繕を行うものでございます。 

補正内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げま

す。 

10 ページをお開き願います。 

歳入でございます。 
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２款１項繰入金 1,416 万 8,000 円の増額で、施設管理経費における修繕費の増額

に伴う一般会計繰入金の増額でございます。 

歳入は以上で、下段の歳入合計は、補正前の額２億 6,077 万 5,000 円に対し、

1,416 万 8,000 円を増額し、２億 7,494 万 3,000 円とするものでございます。 

歳入は以上でございます。 

続きまして、歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

１款水道総務費、１項総務管理費 1,416 万 8,000 円の増額で、15 ページ、簡易水

道施設管理経費が 1,416 万 8,000 円の増額で、枝幸南部地区本水道本管漏水に伴う

修繕料の増額でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額２億 6,077 万 5,000 円に対し、1,416 万

8,000 円を増額し、２億 7,494 万 3,000 円とするものでございます。 

以上で、専決処分いたしました令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算書第２号

の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第９号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第９号 専決処分の承認を求めることについては、承認すること

に決定されました。 

続いて、承認第 10 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第 10 号 専決処分の承認を求めることについては、承認するこ

とに決定されました。 

 

◎日程第１２ 議案第５４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第 54 号 北海道市町村職員退職手当組合規

約の変更に関する協議についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書４ページをお開き願います。 

議案第 54 号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について。 
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北海道市町村職員退職手当組合規約を次のとおり変更することについて、地方自治

法第 286 条第１項及び第 290 条の規定により、議会の議決を求める。 

 令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

地方自治法では、一部事務組合が、これを組織する地方公共団体の数の増減や組合

規約を変更しようとするときは、関係地方公共団体の協議によりこれを定め、都道府

県又は都道府県が構成員となっている団体の加入する者は、総務大臣の許可を受けな

ければならないとされ、また、この協議については、関係、関係地方公共団体の議会

の議決を経なければならないと定められております。 

この度、北海道市町村職員退職手当組合の長から枝幸町長宛に協議について依頼が

ありましたので、提案するものであります。 

規約変更の内容ですが、この度、後志総合振興局管内の 16 町村で構成する後志広

域連合が退職手当組合に新たに加入することに伴い、規約に加えるものであります。 

議案関係参考資料で内容をご説明申し上げます。 

資料の３ページをお開き願います。 

右側が変更後ですが、別表括弧２の組合を組織する一部事務組合及び広域連合の後

志管内の項に、後志広域連合を加えます。 

附則でありますが、この規約は、地方自治法第 286 条第１項の規定による総務大臣

の許可の日から施行するとしております。 

以上、議案第 54 号の内容説明といたします。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 54 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 54 号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協

議については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第５５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第 55 号 枝幸町職員等の旅費に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 
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（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書５ページです。 

 議議案第 55 号 枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本条例は、公務のため旅行出張する職員などに対して支給する旅費に関し、必要な

事項を定めるものであります。 

近年の全国的なホテル等宿泊施設の需要増加を背景に、公務で出張する札幌市など

の宿泊するホテルの料金が、本条例で規定する宿泊料を上回る場合が生じており、現

状では、その際の差額については職員が負担することになっております。 

このことから、そのような特別の事情における職員などの負担軽減を目的として、

追加支給の規定を設けるため、所要の改正を行うものであります。 

なお、この規定は、北海道と同様のものであり、道内各市町村においても概ねこの

ような規定が設けられております。 

条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。４ページをお開きください。 

右側が改正後ですが、第 37 条、旅費の調整に第２項として、町長は、特別の事情

や旅行、公務の性質上、旅行者がこの条例の規定により旅費で旅行することが困難で

あると認める場合には、その必要とする旅費を支給することができる旨を加えます。 

附則ですが、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

以上、議案第 55 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 55 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 55 号 枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第５６号 ～ 日程第１５ 議案第５７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 56 号 枝幸町特、特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例について。
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日程第 15 議案第 57 号 枝幸町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

 以上２件は関連がありますので、一括議題として審議したいと思いますが、一括議

題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 56 号及び議案第 57 号の２件の議案は、一括議案とすることに

決定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案第 56 号、第 57 号について、一括提案のご説明を

申し上げます。 

議案書６ページをお開き願います。 

議案第 56 号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等

に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例の

一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

続きまして、８ページをお開き願います。 

議案第 57 号 枝幸町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

枝幸町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

これら２件の条例改正につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

こども家庭庁設置法及びこども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する

法律が本年４月１日から施行されたことに伴い、所要の条例改正を行うものでありま

す。 

それでは、条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し

上げます。 

５ページをお開きください。 

はじめに、議案第 56 号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営の基準等に関する条例についてであります。 

本条例では、子ども・子育て支援法に基づき、特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営基準等を定めておりますが、同法第 19 条で、保育が必要な児童の基

準の一つであります内閣府令で定める事由の変更等につきまして、内閣総理大臣と厚

生労働大臣の協議を必要とする第２項が削除され、同条が第１項のみとなることから、

現行の規定中第 9、19 条第 1 項となっているものを第 19 条に、11 ページ下段の第

36 条第３項中、同項第１号を同条第１項に改正するものでございます。 

ページ戻っていただきまして、８ページ下段になりますが、現行の第 15 条第１項

第１号中、幼保連携型認定こども園教育保育要領と、９ページ上段の第３号中、幼稚
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園教育要領の後に、それぞれ告示番号を表記いたしました。 

また、同第３号中の学校教育法の第 25 条を第 25 条第 1 項に改めることにつきまし

ては、文部科学大臣が幼稚園教育課程等に関する事項を定める場合は、幼保連携型認

定こども園教育課程等との整合性の確保に配慮する第２項と、その際には、内閣総理

大臣との協議を要する第３号が追加されたことによりまして、同法の第 25 条が第 25

条第１項に改正されたことによるものでございます。 

次に、その下の現行第４号の厚生労働大臣を内閣府総理大臣に改めることにつきま

しては、こども家庭庁への事務移管によりまして、所管大臣が変更になることに伴う

改正でございます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行する、としてございます。 

続きまして 17 ページをお開き願います。 

議案第 57 号 枝幸町保育の必要性の認定に関する条例についてでございます。 

現行第３条第１項の第 19 条第１項第２号を第 19 条第２項に改める改正でございま

す。 

改正の理由ですが、議案第 56 号で説明させていただきました子ども・子育て支援

法第 19 条第１項から第１項を除き、第 9、19 条に改める理由と同様でございます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行する、としてございます。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 56 号から議案 57 号までの内容説明とさ

せていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 56 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 56 号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決され

ました。 

続いて、議案第 57 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 57 号 枝幸町保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正
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する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第５８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第 58 号 枝幸町水産物鮮度保持・加工処理

施設条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君） 議案書９ページをお開きください。 

議案第 58 号 枝幸町水産物鮮度保持・加工処理施設条例の一部を改正する条例に

ついて。 

枝幸町水産物鮮度保持・加工処理施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定

する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

提案理由についてご説明申し上げます。 

枝幸町水産物鮮度保持・加工処理施設につきましては、本条例で定める利用料金を

上限額として、指定管理者が町長の承認を得て利用料金を設定し、その料金収入で施

設運営を行っております。 

この度の改正につきましては、電気料金の引き上げにより収支が圧迫しており、安

定的な施設の運営管理を図るため、本条例の別表で定める上限額を超える料金設定が

必要となっておりますことから、上限額の引き上げを行うため、本条例の一部改正を

お願いするものでございます。 

改正の内容につきましては、議案関係参考資料によりご説明申し上げます。 

18 ページをお開きください。 

右側が改正後でございますが、別表第８条関係中、下線部分が改正箇所となってご

ざいます。 

上限額の引き上げの考え方でございますが、更なる電気料金の引き上げなど必要経

費の増加により、指定管理者による利用料金の引上げを、引上げを想定いたしまして、

改正後の上限額につきましては、ある程度の幅を持たせ、現行の上限額から５割程度

引き上げた額としております。 

凍結量１kg 当たりの利用料金を例にとってみますと、現行の 17 円から改正後は５

割程度引き上げ 26 円となりますように、同様の算定方法で利用料金を改めるもので

ございますが、保管量単量３kg 未満につきましては、少量で小口となりますことか

ら、７割程度の引上げといたしまして、１kg 当たり半期で７円としてございます。 

附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものといたします。 

以上、大変簡単でございますが、議案第 58 号の提案理由の説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議賜り、賜りますようお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 58 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 58 号 枝幸町水産物鮮度保持・加工処理施設条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第５９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第 59 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君） 議案書 10 ページでございます。 

議案第 59 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町保養施設条例、保養施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

今回の一部改正につきましては、別表中に定めております保養施設の使用料につい

て、昨今の原材料価格及びエネルギー価格の高騰により、全体的な使用料の見直しを

図る中で、ホテルニュー幸林及びうたのぼりグリーンパークホテルの宿泊料並びにコ

テージ使用料を改定するものです。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。 

19 ページをお開きください。 

別表中第 12 条関係では、うたのぼりグリーンパークホテルの使用料の改定で、現

行の宿泊料では、洋室、和室、特別室の使用料、使用人数による室区分で宿泊料を定

めておりましたが、改正後では、室区分を簡素化し、洋室一人１万 1,000 円、和室一

人１万円、特別室一人１万 6,000 円となります。 

20 ページ上段からのコテージ使用料では、現行２万 2,000 円が３万円となります。 

20 ページ下段から 21 ページにかけては、ホテルニュー幸林の使用料でございます。

現行の宿泊料では、うたのぼりクリーンパークホテル同様、洋室、和室などの使用人

数による室区分で使用料を定めておりましたが、改正後では室区分を簡素化し、洋室

一人１万 2,000 円、和室一人１万円、和洋室一人１万 5,000 円となります。 

この条例の附則でございますが、この条例は、令和５年 10 月１日から施行するこ

ととしております。なお、これにより、指定管理者での当該宿泊料及び使用料は、近

隣施設における宿泊、宿泊料や経営状況を見ながら判断し、令和４年、令和、来年４

月以降の料金を規定の範囲改定する予定でございます。 
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以上、簡単ではございますが、議案第 59 号についての提案説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

 ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。失礼しました。４番徳保です。 

一点だけお聞きしたいと思いますけども、今、改正の説明の中に、改正前と改正後

において、その室区分によってという説明がありましたけども、これは、あの条例上

このように定めるということで、実際の営業においては従前のような料金設定を細か

く示すのかどうかについて、お伺いをしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの徳保議員のご質問にお答えします。 

現在も両保養施設におきましては、客室において、一人何円というか、二人、ひ、

シングルユースとツインユースとか、あと和室では、１名から４名までの料金設定を

きす、設定してございます。 

今後も、それは変わらず設定していく予定でございます。 

今回の条例改正におきまして、室区分で一人いくらというふうにしておりますので、

例えば、４名和室に４名入った場合は、掛ける４の金額を上限として設定させていた

だく予定でございますので、今後の状況に応じて、その中で規定の範囲内で価格を設

定していくということでございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 条例上だけこのような書き方をしているけども、実際の運営

は、きちんと左側に改正前にあるような形で運営していくんですよっていうことでい

いんですよね。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただ今、ご質問にお答えします。 

はい、そのとおりでございます。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

 はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） この上限なんですけど、１万 1,000 とか、１万とか、6,000

とかありますけども、これはこの上限額っていうのは、この上限に設定したら、それ

以上の金が取れないってことですよね。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの岩谷議員のご質問にお答えします。 

そのとおりでございます。この上限となっておりますので、これ以上の金額は取れ

ないことになっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） ホテル業界ってのは、やっぱり季節によって金額を変動した
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りする。変動制とかは考えてないですか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの議員の、ご質問にお答えします。 

現在ですね、まず、ニュー幸林におきましては、６月から 10 月末までオンシーズ

ンということで高い料金設定にしております。それ以外の期間をオフシーズンという

ことで、若干低い金額に設定しております。 

また、うたのぼりグリーンパークホテルにおきましては、今週、今年からですね、

試験的に、に、ずっと同じ料金、オールシーズン同じ価格で通しております。 

来年度以降につきましては、議員おっしゃるとおりですね、繁忙期などについては

高い料金設定をするなど、今後、検討していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） この上限金額なんですけども、この根拠というのは、この上

限金額になった根拠というのはありますか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの議員のご質問にお答えします。 

さん、近隣施設のですね価格っていうのを今回調査させていただきまして、やはり、

かなり金額の方上がってきているところもございますが、そこら辺を見ながらこの上

限っていうのを設定させていただきました。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） ちょっと、私見る限りは、もうちょっと上限上げた方がいい

んじゃないかなという気がしないではないですが、再検討するわけにはいかないです

かね。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの議員のご質問にお答えします。 

 確かにですね、稚内市だとか、例えば旭川、札幌なんか、かなり高い金額になって

ございます。 

また、経営状況も考えながらですね料金設定っていうのはしていきたいとは考えて

おりますが、いきなりですね高い設定にして、宿泊利用者がですね減るということも

考えられますので、これにつきましてはですね、慎重に今後ですね、近隣施設、また

経営状況も勘案しながらですね、検討していきたいと考えております。 

まずは、ここら、この金額の方でまず走らせていただきまして、また来年以降ので

すね経営状況、また近隣施設の状況を見ながら、さらに検討していきたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。はい。それでは他に

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 59 号について採決いたします。 
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お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 59 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第６０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第 60 号 枝幸町国民健康保険病院事業等の

設置に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

（病院事務局長柳 辰哉君 登壇） 

○病院事務局長（柳 辰哉君） 議案書の 14 ページでございます。 

議案第 60 号 枝幸町国民健康保険病院事業等の設置に関する条例の一部を改正す

る条例について。 

枝幸町国民健康保険病院事業等の設置に関する条例の一部を改正する条例を次のと

おり制定する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

提案内容でございますが、枝幸病院では、長期入院を担う療養病床の施設基準が、

２年に一度行われる診療報酬の改定毎に厳しいものとなっており、収益に大きな影響

を与えております。 

課題解決に向けた方向性として、今後、定年退職などによる看護師の夜勤者不足の

ため、二つの病棟の維持は困難となることが予想され、１病棟への再編と病床削減、

それと持続可能な運営のためには、経営改善が必要です。 

今後、２病棟の夜勤体制が取れなくなった時点で療養病床を休止して、病棟再編の

最終形を一般病床 60 床としておりますが、移行段階として、現行 83 床を維持しなが

ら、一般病床拡張、療養病床を削減し、持続可能な体制づくりと病院機能を強化する

ため、条例の一部改正を行うものでございます。 

改正条文の読み上げにつきましては省略させていただき、議案関係等参考資料によ

り、改正内容の説明とさせていただきます。 

別冊の議案関係参考資料の 22 ページをご覧ください。 

名称及び位置等を定めております条例第２条の２の表中、病床数空欄の一般病床

46 床を、改正後、一般病床 60 床に、療養病床 37 床を、改正後、療養病床 23 床にそ

れぞれ改めるもので、合計の病床数に変更はございません。 

附則といたしまして、この条例は、令和５年 10 月１日から施行するとしておりま

す。 

以上で、提案内容の説明とさせていただきますので、よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 一件、現在ですね、療養病床が今 37 床ですが、これを 23 床

にするということなんですけども、現在、この療養病床に入院しておられる方は何名

いらっしゃいますか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

現在、今日現在ですが、療養病床には 18 名の方が入院されておりまして、今回の

条例改正により、転院あるいは転棟だとかというところの必要は生じないというふう

に見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 今、18 名ということですから、これは 23 にして問題ないと、

それは、今後増えるというようなことはないという、そういうことでこの 23 にする

という理解でよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

今回、療養病床の削減はありますが、一般病棟の方では増加をする予定です。 

一般病床の方も今 23 名ということで、入院の枠には余裕がございますので、今の

ところって言いますか 10 月１日を見込んでも支障が生じるということは想定してい

ない、いない状況です。 

 以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしい、はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） すいません、もう一点だけ、冒頭の町長のお話もありました

けども、コロナの患者がちょっと出ているということで、この６、びょうりょう療床

を病床 60 床にするっていうことなんですが、この中で隔離部屋っていうんすかね、

個人部屋って言うんすかね、そういうふうなものは、何棟何床ぐらい用意しているの

かっていうのだけ、ちょっと教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

現在、５月８日から新型コロナにつきましては２類から５類になりました。 

２類のときは、感染症対策のベッドが必要だということで、枝幸病院の方では受け

入れできませんという措置をとっておりましたが、５類移行後は、一般の病院でも受

け入れ可能だということになりましたので、保健所の方には、うちの病院で用意して

おりますのは、５部屋６ベッドを、今、感染症対策ということで用意している状況で

す。 

実際に入院適応になった方は、利用したのが１名おりますが、現在も新型コロナウ

イルスについては、結構、流行期といいますか、第９波が来てるなというような状況

でございます。 

関連でございますので新型コロナの感染状況でございますが、５月８日から移行後

の感染症に、当院の方で感染症が判明した患者さんについては 190 名ということにな

っております。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ５部屋用意してあるということですが、これは、もう、あく

までも感染症に使うということで、通常空けておくという、そういう考えでよろしい

ですかね。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問でございます。 

先ほど申し上げましたとおり、今のところ、一般病棟については入院患者が少ない

状況で推移しておりますので、５部屋６ベッドを空けておりますが、もし何かあれば、

いつでも普通の一般患者に使えるということで用意しておりますので、特に支障はな

いかというふうに理解しております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい。６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 今回の提案では、一般病床 60 床、療養病床 23 床ということ

で、これ、将来的には、一般病床だけになって療養病床はなくなるっていう、そうい

う判断でよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

今回、条例改正をお願いする内容につきましては、将来を見込んで早めに手を打つ

という形になっております。 

今、最大の懸念は、看護師確保が最大の状況でございまして、うちらの当院でもで

すね、あの手この手、しょ、かん医師住宅を建設したりですとか、積極的な募集活動

をしている状況でございますが、なかなか増加に向かないというところがございます。 

今の看護師につきましては、全部で 51 名いらっしゃいますが、その中でも、やは

り育児休業ですとか、産前産後でお休みするだとか、こちらの想定していないお休み

になる方もいらっしゃいますので、そういうのを見越して、なるべく地域住民の医療

に影響のないようにということで対応を考えておりますが、将来的には１病棟の運営

にならざるを、看護師が不足する場合には１病棟にならざるを得ないというふうに考

えております。 

ですが、今 83 床の許可を受けておりますので、それを一度返納してしまうと、今

の国の制度の流れでいきますと、ベッドを再度確保したいということで申請しても、

なかなか厳しい状況にありますので、まずは 60 床、23 床として条例改正をお願いし

たいというところで、今回提案させている状況でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 一点だけ非常に心配なのは、町民の方々がどういうふうに受

け取るかっていうことなんですよね｡ 

というのは、やはり､平成 4 年をもって老健の施設を廃止するときに､責任を持って

町立病院でその人たちを受けると、それはやっぱり将来にわたってっていう意味で、

多分､受け止めた町民の方々が多いと思うんですよね。 

 その方々に対して、どういうような、看護師が足りないからっていうような理由で、

町民の方々が果たして納得するのかどうかっていうのは、非常に私議員として不安な
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んですが、その辺について、事務局長は、どういうふうにお考えになりますか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

確かに、老健を廃止しまして、入所されてる方、多くが枝幸の病院の方に入院の適

用ということで入院になってます。 

今後、過去３年間、コロナウイルスの関係で対応してまいりまして、いわゆる入院

適応を上げているわけではないのですが、入院患者の方は、それぞれ急性期につきま

しては大きな病院、また症状の落ち着いた方については特別養護老人ホームで、です

とか、グループホームの施設入所という形で、いわゆる住み分けといいますか、医療

と介護のすみ分けの部分で連携しながら対応している状況でございますが、将来に向

けても、やはり病院というところは重要な施設というふうに認識しておりますので、

そういう方の需要をですね、的確に判断しながら、医師確保あるいは医療技術者の確

保に努めながら病院運営を行っていきたいというふうに考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。よろしいです

か。質疑ないようでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 60 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 60 号 枝幸町国民健康保険病院事業等の設置に関する条例の

一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第６１号 

○議長（小原 仁君） 枝幸町農業委員会定数条例の一部を改正する条例についてを

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

農業委員会事務局長。 

（農業委員会事務局長髙瀨孝弘君 登壇） 

○農業委員会事務局長（髙瀨孝弘君） 議案書 15 ページです。 

議案第 61 号 枝幸町農業委員会定数条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町農業委員会定数条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

本件につきましては、現在の農業委員の任期が令和６年４月 29 日までとなってい

ることから、本年 11 月より、次期農業委員の選任手続きを開始することを踏まえま

して、農業委員会において委員定数のあり方について、検討・議論を重ねてまいりま

した。 

その結果、当町行財政改革の推進や、農家戸数の減少等を総合的に勘案し、農業委
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員の定数２名を削減し 12 名とすることといたしました。 

これを受けまして、本定例会において本条例の一部改正を提案するもので、改正内

容につきましては、別冊の議案関係参考資料 23 ページにより説明をさせていただき

ます。 

第２条、定数では、農業委員会の委員定数を 14 人から２人削減し、12 人に改めま

す。 

附則でございますが、この条例は、新たな委員の任期が始まる令和６年４月 13、

４月 30 日から施行するものとします。 

以上、簡単ではありますが、提案理由の説明とさせていただきますので、よろしく

ご審議の上、決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 61 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 61 号 枝幸町農業委員会定数条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

１時間以上経ちましたので、14 時、２時 25 分まで休憩といたします。 

休憩 午後２時１２分 

 

再開 午後２時時２５分 

 

◎日程第２０ 議案第６２号 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第 20 議案第 62 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算についてを議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 16 ページでございます。 

議案第 62 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町一般会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和５年度一般会計補正予算書第３号の１ページ目をお開き願います。 
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歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億 4,416

万 4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ 120 億 8,194 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債は、地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

４ページをお開き願います。 

第２表地方債補正は、変更が２件ございまして、変更内容は全て限度額のみで、起

債の方法、利率、償還の方法については、変更はございません。 

１点目は、過疎対策事業で、補正前限度額 14 億 9,570 万円を、補正後限度額 15

億 2,370 万円に増額するものでございます。 

２件目は、臨時財政対策債で、補正前限度額 3,290 万円を、補正後限度額 2,500

万円に減額するもので、発行可能額の決定に伴う、伴う減額でございます。 

今回の補正予算につきましては、歳出では、物価高騰緊急経済対策として酪農緊急

対策支援事業の追加、ふるさと納税の今後の需要見込み、ふるさと納税推進事業など

の関連経費の増額や、音標小学校改修事業の追加、過年度受けた国道支出金の精算の

ための返納金の計上、また、各施設の修繕経費の増額、前年度繰越額の半額を地方財

政法の定めにより財政調整基金へ積み増しするなど提案させていただいております。 

歳入では、漁業所得者などからの個人町民税が大幅に伸びたことによる計上、普通

交付税交付額、臨時財政対策債発行可能額等の決定、繰越金額の確定に伴う予算の計

上、ふるさと納税関連の歳出経費と連動しますふるさと未来応援寄附金の指定寄附金

の計上を行っておりまして、収支の調整を財政調整基金の減額で行っております。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款１項町税は１億 6,110 万円の増額で、漁業所得者などからの個人町民税でござ

います。 

10 款地方特例交付金は 172 万 5,000 円の増額。内訳は、１項地方特例交付金が

155 万 8,000 円増額。２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金

が 16 万 7,000 円の増額で、１項、２項とも交付額決定による増額。 

11 款１項地方交付税は１億 2,445 万 7,000 円の減額で、普通交付税の決定に伴う

減額でございます。 

15 款国庫支出金は 2,596 万 5,000 円の増額。内訳は、１項国庫負担金が 32 万

3,000 円の増額で、介護保険低所得者保険料軽減負担金精算分の増額。２項国庫補助

金が 2,564 万 2,000 円の増額で、主にデジタル基盤改革支援補助金 200 万円、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 3,054 万 2,000 円のそれぞれ増額。

地域少子化対策重点推進交付金 750 万円の減額でございます。 

16 款道支出金は 825 万 1,000 円の増額。内訳は、１項道負担金が 1,000 円の増額。

２項道補助金が 825 万円の増額で、主に国庫補助金からの組み替えによる地域少子化

対策重点推進交付金 75、750 万円の増額でございます。 

17 款財産収入、２項財産売払収入は 540 万 9,000 円の増額。主に町有地売払収入

520 万 9,000 円の増額でございます。 

18 款１項寄附金は２億円の増額で、ふるさと納税であるふるさと未来応援寄附金

の指定寄付金でございます。 
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19 款１項繰入金は 4,056 万 3,000 円の減額で、主な内訳は、財政調整基金繰入金

5,671 万 3,000 円の減額。ふるさと未来応援基金繰入金 1,400 万円、産業振興基金

繰入金 140 万円のそれぞれ増額でございます。 

12 ページ、20 款１項繰越金は 8,323 万 4,000 円の増額。 

21 款諸収入、５項雑入は 340 万円の増額。 

22 款１項町債は 2,010 万円の増額。内訳は、音標小学校改修事業過疎債が 2,800

万円、臨時財政対策債が 790 万円の減額でございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 117 億 3,777 万 6,000 円に対し、３億

4,416 万 4,000 円を増額し、120 億 8,194 万円とするものです。 

歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。16 ページをお開きください。 

１款１項議会費は 27 万 5,000 円の増額で、議会事務局経費でございます。 

18 ページ、２款総務費は２億 9,850 万 9,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費

が２億 9,511 万 4,000 円の増額で、主なものは 19 ページ上、ふるさと納税推進事業

１億 2,405 万 2,000 円の増額。中ほど、移住支援事業 100 万円の追加。その下、情

報システム標準化事業 200 万円の増額。 

21 ページ二つ目、基金、基金管理費１億 1,756 万 6,000 円、一つ置いて、オホー

ツク枝幸産業観光推進事業 1,300 万円、その下、子育て世帯生活支援特別給付金給付

事業 138 万 9,000 円のそれぞれ増額。その下、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金事業として酪農緊急対策支援事業 3,488 万 4,000 円の追加でござい

ます。 

20 ページに戻りまして、２項徴税費が 339 万 5,000 円の増額で、賦課徴収事務経

費でございます。 

22 ページになります。３款民生費は 680 万 5,000 円の増額。内訳は、１項社会福

祉費が 4,344 万 3,000 円の増額で、主なものは、23 ページ二つ目、障害者ちょう、

障害者等医療費支給事業 395 万 1,000 円の増額でございます。 

22 ページに戻りまして、２項児童福祉費は 246 万 2,000 円の増額で、主なものは、

23 ページ下から二つ目、子ども・子育て支援事業 185 万 8,000 円の増額でございま

す。 

24 ページ、４款衛生費、２項清掃費は 358 万円の増額で、主なものは、25 ページ

三つ目、塵、塵芥処理対策経費 277 万円の増額でございます。 

26 ページ、６款農林水産業費、２項林業費は 130 万円の増額で、有害鳥獣駆除経

費及び森林環境譲与税活用事業でございます。 

28 ページ、７款１項商工費は 246 万 5,000 円の増額で、主なものは、29 ページ上、

商工会助成事業 100 万円、その下、水産鮮度保持・加工処理施設管理経費 137 万

7,000 円のそれぞれ増額でございます。 

30 ページです。10 款教育費は 3,123 万円の増額。内訳は、２項小学校費は 3,000

万円の追加で、音標小学校改修事業、５項保健体育費が 123 万円の増額で、社会体育

施設管理運営経費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 117 億 3,777 万 6,000 円に対し、３億

4,416 万 4,000 円を増額し、120 億 8,194 万円とするものです。 

33 ページ以降の予算説明書につきましては、省略させていただきます。 
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以上、令和５年度枝幸町一般会計補正予算第３号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算附属資料として、普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。ま

た、８月末現在の建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させていただきました

ので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえご決定くださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

 はい、４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。一点だけお伺いします。 

11 ページの歳入の部分ですけども、町有地売却収入ということで 520 万 9,000 円

がありますけども、これあの、何筆売られて、差し支えがなければ、どこの土地を売

却されたのか、お聞きをしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 財政課長。 

○財政課長（深井 信君） ただいまのご質問にお答えします。 

４ヶ所、今４、４筆というか４ヶ所ございまして、３ヶ所がですね、今年６月から

販売いたしました消防横の住宅適用地ということで、３、６区画ございましたが、そ

のうち３区画が売れております。 

もう一つがですね、貸付地で、町で貸し付けていた土地なんですけれども、そこを

購入したいということがございまして、そちらを１ヶ所ですね、貸付しているところ

に優先的に売るという条件で行っております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） いいですか。はい。他にございませんか。よろしいですか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 一点ですね、項目で言うと農林水産業費になるのかと思うん

ですが、現在ですね、福島の処理水の問題で中国の輸入が止まっているホタテの関係

があると思うんですけども、これ、枝幸町では、どのようなことになっているのかっ

ていうのが、ちょっと町民の方々も心配しているところでありますので、その辺のこ

とをちょっと説明があるのであれば、ちょっとお願いしたいんです。 

○議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

８月 24 日以降ですね、処理水放出、海洋放出というところでありまして、町とい

たしましてもですね、町内、町内の水産加工事業者の方に１件ずつ訪問いたしまして、

どのような影響があるのかっちゅうところを聞き取りしたっちゅうなところでござい

ます。 

聞き取りした中では、やはりその水産加工事業者の中でもですね、やっぱり輸出を

こうメインにやっている業者さんもおりますし、中には、輸出ちゅうより、国内向け

の方に力を入れてやってる事業者さんもいるっちゅう中ではございますけども、今回

の中国の禁輸措置というようなところではですね、輸出を主にやってる事業者さんは、

やっぱり船便で、両貝、例えば両貝、両貝ホタテ、冷凍のですね、出して、やっぱり

船便中国着く前に、やっぱり戻ってきて、その戻ってきたのは、やっぱり自社の保管

庫も、やっぱりもう満杯だというところで、他の営業倉庫といいますか、そういった
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ところに遠方のですね、トラック輸送してそこに保管してるっていうなということで

あるという中で、やっぱりその輸送費やら保管料、そういったのも嵩んでるっていう

のは、事業者さんもおります。 

やっぱり、どこにその輸出の影響ある事業者さん、やっぱりどこもですね、保管す

る場所が、やっぱりいっぱいになってきてるっていうのと、やっぱりその製品もです

ね、やっぱ買い控えといいますか、その輸出が止まってるもんですから、やっぱり在

庫も相当数抱えているという事業者さんもおります。 

あと、町といたしましては、今、国で 1,007 億円ですか、というなとこで５本柱で

パッケージ化して、皆様ご承知だと思いますけれども、そういったとこで、国から、

国で示しておりますけども、その詳細なですね、その具体的な内容というのが、まだ

国から示されておりませんので、一応、町としてはまず、状況把握というところで努

めている段階でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  ニュースなんかを見てますとね、100t 持ってったやつが

100t 戻ってきたみたいな。それで、もう保管ができないっていう、そんな状況なん

だっていう、やっぱり枝幸も同じような状況があるのだなっていう、今、お話を聞い

て思いました。 

それであの、事業者さんが、やっぱり非常に困っているという状況は、どこも変わ

らないと思いますので、その辺をですね、町としてどういう手立てができるのか、そ

の辺、親密に情報交換しながらですね、やっていただきたいというふうに思いますの

でよろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 19 ページ一番上ですね、ふるさと納税推進事業ということ

で、これからふるさと納税が、予定よりもいっぱい入ってくるということで、伸びて

るっていう説明だと思うんですが、その中でですね、一番メインの返礼品っていうの

は、ホタテの玉冷っていうふうに理解してるところです。 

 それでですね、今、標準的な、何と言ったらいいでしょうか、ふるさと納税、例え

ば１万 2,000 が１万 2,000 円に対して、ホタテを１キロ返しますよっていう、標準

的なプランがあれば、ちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（小原 仁君） はい、観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまの質問にお答えいたします。 

今、野口、失礼しました小林議員言われたとおり、主はもうホタテ貝柱になってお

ります。それでですね、基本的な１万 2,000 円平均の寄付体に対してのホタテ玉冷が

一番人気であります。全体のですね、返礼品の約、今年度の今８月末現在なんですけ

ども、90％ホタテ玉冷が占めております。 

参考までに、８月、今年度８月末までの寄付金額といたしまして、２億 3,400 万円

ほどが既に、全て既に寄付されております。 

今後もですね、ホタテ玉冷も、ＰＲもあれなんですけども、それ以外にもですね、

他の製品もですね含めましてＰＲを実施していき、他の製品にもですね、いろいろと
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返礼品に、ホタテに限らずですね、その他の返礼品にも回るように努力していきたい

と考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） あの、ですから、その１万 2,000 円に対して、ホタテを、

例えば１キロなら１キロ、500g なら 500ｇなんだっていう、そういう返礼品の重量

を知りたいということで。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問なんですけども、ほとんどの事業

者さんがですね、まず１キロ平均が多いです。 

 ただですね、１事業者さんがですね、1.3 キロ詰めというのもやっております。 

大半が今１キロ詰めなんですけども、今後ですね、他、こないだですね、他の事業

者さんともお話したんですけども、例えばですね 200g を４個分け 800 とかですね、

200 を６個分け 1.2 とかも今後やっていきたいという話を伺っております。 

そちらにつきましてはですね、10 月からですね制度改正がありまして、そちらの

絡みもございますので、今後、また継続してですね、他の事業者さんとも協議して、

今、そちらの方も検討しているところです。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） えーとですね、今、同僚議員からも質問ありましたが、やは

り一番気になってるのは、やっぱりそのホタテが、結局は中国に禁輸になっている状

況で、だぶつかないかどうかっていうことが心配で、ホタテの単価が当然そうなって

くると下がってくると思うんですが、やはり、下げて量を増やして、もっとふるさと

納税をしていただくみたいな体制でホタテの消費を増やしていかなければ、だぶつき

がやっぱり多くなると思うんですよね。その辺の見込みっていうか、観光課として、

どういうふうに今受けとめて、どういうふうなセールスをこれからしていくのかって

いうのがあれば、答えていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 観光課長補佐。 

○観光課長補佐（佐藤和之君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

既にですね、まだ全業者ではないんですけども、今まで中国に回ってた分ですね、

ちょっとまだ数社しか来てないんですけども、こちらのふるさと納税の方に現実に回

してる事例もございます。 

今後もですね、そういう事業者がですね、また増え、増えましたら、こちらの方は、

もう受け、受ける、よ、予定ではおりますので、そういう形で支援はしていきたいと

考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 状況はわかります。ただ、今まで以上の努力をして、やはり

消費の拡大っていうのを見込み、消費の拡大を求めなければいけないと思うんで、是

非その辺の努力をしていただければと思います。 

 続いてよろしいでしょうか。次なんですが、27 ページ一番上、有害鳥獣、今年、

クマがやはり非常に目撃も多いですし、捕獲頭数も非常に多いというふうに伺ってお
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ります。 

現在のところ、どれぐらいの頭数を獲っているのかっていうのを教えていただけれ

ば。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

９月にもですね 1 頭捕獲して、現在のところ 23 頭捕獲しております。 

枝幸地区で 14 頭、歌登地区で９頭を捕獲しております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） あの、これからやっぱり熊も冬眠するのに合わせて、いっぱ

い食べ物を食べないと駄目だということで、これからも、市街地に近いところに出て

くるとは思うんですが、その辺のところで、どのような対策をとられているのかとい

うのをお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） 市街地付近については、なかなか猟銃でですね、捕獲で

きないということで、やはり、町民の皆さんに必要な情報を迅速にお知らせするとい

うことを第一にですね、対応してまいりたいと思っております。 

また、警察等で、警察と猟友会などとですね、協力してですね、連携しながらです

ね、対応を今後も進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 本当にこれだけ出てくると、課の方たちも、担当課の方たち

も、朝早くから夜遅くまで非常に大変だと思います。 

健康に留意して、これからも町民のために頑張っていただければと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですか。はい、それでは、こ

れ以上質疑がないということで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 62 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 62 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第６３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 63 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事

業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 
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保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 17 ページでございます。 

議案第 63 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第 1 号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和５年度９月 13 日提出 枝幸町長。 

 別冊、令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第１号の１ページをお開き

ください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 110 万

1,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 14 億 6,457 万 4,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額が、第１表、歳入歳出補正予算による。補正予算、歳入歳出予算

補正による。 

今回の補正につきましては、歳入は、繰越金、歳出は、基金積立金及び諸支出金の

それぞれ増額でございます。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。 

６款１項繰越金は 110 万 1,000 円の増額で、前年度繰越金の確定によるものでご

ざいます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 6,347 万 3,000 円に対し、110 万 1,000 円

を増額し、計 14 億 6,457 万 4,000 円とするものでございます。 

次に、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

６款１項基金積立金は 30 万 1,000 円の増額。 

７款諸支出金、１項償還き、償還金及び還付加算金は 80 万円の増額で、国保資格

喪失による国保税還付金の所要見込みの増でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 6,347 万 3,000 円に対し、110 万 1,000 円

を増額し、計 14 億 6,457 万 4,000 円とするものでございます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第１号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 63 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 63 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第６４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 64 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 18 ページでございます。 

議案第 64 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

それでは、別冊の令和５年度介護保険事業特別会計補正予算書第１号の１ページを

お開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3,261 万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 3,489 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの区分ごとの金額並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、前年度繰越金の精査により、介護給付費、介護給付費準

備基金積立金の増額と、令和４年度事業精算に伴い、国等支出金等の過年度分返納金

を増額するものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げ

ます。事項別明細書の 10 ページをお開き願います。 

７款１項繰越金は 3,261 万円を増額するもので、前年度繰越金でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 228 万円、補正額 3,261 万円の増額、計８

億 3,489 万円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

４款１項基金積立金 107 万 8,000 円を増額するもので、前年度繰越金の精査によ

る増額でございます。 

５款諸支出金、１項償還金は、3,153 万 2,000 円を増額するもので、内訳は、令和

４年度事業精算による国庫支出金２件、道支出金２件、支払基金交付金２件の合計６

件の返納金でありますが、前年度繰越金により財源を確保してございます。 

下段の歳出合計では、補正額、補正前の額８億 228 万円、補正額 3,261 万円の増

額、計８億 3,489 万円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第１号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑がないということでございますので、これで質疑を終わ

ります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 64 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 64 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 認定第１号 ～ 日程３２ 認定第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23 認定第１号 令和４年度枝幸町一般会計歳入歳

出決算認定についてから、日程第 32 認定第 10 号 令和 4 年度枝幸町国民健康保険

病院事業会計決算認定についてまでの 10 件の認定案件を一括議題にしたいと思いま

す。一括議題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第 10 号までの 10 件の認定案件を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

お諮りいたします。ただいま、認定第１号 令和４年度枝幸町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、認定第 10 号 令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会計決

算認定についてまでの 10 件の認定案件は、議会運営委員会で協議された結果、議長

を除く 11 名の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して、本定

例会の会期内で審議することにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、本件については、11 名の委員で構成する決算審査特別委員会を設置

し、これに付託して、本定例会の会期内で審議することに決定いたしました。 

次に、ただいま設置いたしました決算審査特別委員会の委員の選任についてお諮り

をいたします。決算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除く議員全員で

ありますので、委員の指名は省略いたします。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員は、議長を除いた議員全員で全員を選任す

ることに決定いたしました。 

 続いて、議長より、決算審査特別委員会の正副委員長についてお諮りいたします。 

議会運営委員会の協議を踏まえまして、議長より指名したいと思いますが、ご異議

ありませんか 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

それでは指名いたします。決算審査特別委員会委員長に、６番小林正浩議員。副委

員長に９番田口修三議員の両名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員は、小林議員。副委員長には、田口議員に

決定いたしました。 

 ここで着席のまま、暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ３時００分 

──────────────── 

再開 午後 ３時０７分 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

ただいま配布したとおり、決算審査特別委員会委員長より、決算審査特別委員会は

15 時 30 分から開会する旨の申し出がありましたので、よろしくお願いをいたします。 

お諮りいたします。決算審査特別委員会開催のため、その期間、本会議を休会した

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会開催の期間中を休会することに決定いたしました。 

議会のＥＯＳ放送については、本日の 15 時 30 分からの決算審査特別委員会も放映

されますので、ご承知おきください。 

なお、本会議は、決算審査特別委員会が終了次第、再開したいと思います。 

 

◎休会宣言 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本日はこれにて、本会議を休会いたしま

す。 

（休会 午後 ３時０８分） 

 

  


